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序文 

高等専門学校が設立されて 60 年近くが経ち，工学教育の高等教育機関として内外から高い評価を

いただいています。平成 16 年に独立行政法人国立高等専門学校機構に移行し，学校運営，教育の改

善が一層求められるようになっています。高専機構は 5 年毎に中期計画を策定し，教育システムの充

実と改善を進めており，各高専もこの中期計画に沿って教育改善の取組みを進めています。 

現在進行している第 4 期中期計画では，高専の重要な役割として，「新産業を牽引する人材育成」，

「地域貢献」，「国際化の加速・推進」の 3 つが重視されています。第 4 期への準備として本校は

「バーチャル工房を活かした高専教育の高度化による情報活用エンジニアの育成」という事業を実施

しました。コンピュータネットワークを活用した仮想的な実験室「バーチャル工房」という仕掛けで，

学科や専攻の枠を越えて，課題解決やものづくりを行う教育改善の取組みです。この取組みでは，専

攻科で実施されている PBL 実習も含まれており，本科および専攻科における教育環境と教育内容の改

善を進め，イノベーションや地域産業を担う人材育成を進めています。また，国際化の取組みとして，

従来実施しているオーストラリアでの英語研修に加え，モンゴルやマレーシアへの学生派遣研修を実

施しています。 

一方，15 歳人口の減少にともない，入学志願者数の減少も生じており，入学者の確保は も重要

な課題です。また，学校運営に充てる運営交付金が年々削減される中で，高専教育の高度化に向けた

教育環境の整備と教育の質を確保していくということも大変重要な課題です。これらの課題を解決し

ていく意味でも，計画・実行・評価・改善という PDCA サイクルを確実に実施し，本校における教育

改善や教育環境整備を不断に進めて行く必要があります。更に，本年度は新型コロナウイルス感染拡

大にともない，長期の登校禁止処置や遠隔授業の実施を余儀なくされました。大変困難な状況ですが，

情報通信技術（ICT）を活用した新たな授業の実施環境を整えることができ，今後の授業改善につな

がるものと考えています。 

本校の自己点検・評価および外部評価は，平成 28 年度から新たな方式で行っています。機関別認

証評価で示されている高等専門学校評価基準の項目を 3 つのグループに分け，グループ毎に 1 年目に

自己点検・評価書をまとめ，2 年目に外部有識者から評価していただく方式で進めています。平成 28

年度に「基準 2．教育活動における教授方法の工夫・研究」，「基準 8．管理運営・財政」，「基準

9．自己点検・評価」，「基準 10．外部評価」について自己点検・評価を行い，平成 29 年度にその

外部評価を受けました。平成 30 年度に，「基準 2．教育活動」，「基準 3．教育・地域貢献」，「基

準 7．情報公開」について自己点検・評価を行い，令和元年度にその外部評価を受けました。3 回目

となる今年度は，残りの「基準 1．教育理念目標等」，「基準 1,3,6,8．教育活動（学生の受入），

（学生生活への配慮）」，「基準 2．教員組織」，「基準 3．施設整備」，「国際交流」の５点につ

いて自己点検・評価を行いました。 

今回まとめました自己点検・評価書については，本校関係者はもちろんのこと広く外部の方から意

見をいただきたいと考えています。この報告書をご一読いただき，ご指導ご鞭撻をいただき，不断の

改善活動に取り組んでまいりたいと考えています。 

群馬工業高等専門学校長 

山 﨑 誠 
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１．教育理念目標等

① 教育理念・目的が設定されているか

（観点に係る状況） 

 本校では昭和37年の開学時に学校の目的を定め，学則第1章第1条に掲げている(資料１－①－１)。 

平成12年には教育理念を，「科学技術を通し，地球と人の調和をはかり，人類の繁栄に貢献できる人

材を育成する」と設定し，目指すべき教育のねらいを明確にした(資料１－①－２)。 

また，平成18年度には，各学科及び各専攻の教育目的を定め，平成25年度には，本科（準学士課程）

と専攻科課程の違いを明確化した各学科及び各専攻の目的を学則で定めた(資料１－①－３)。本科で

は，機械工学，電子メディア工学，電子情報工学，物質工学，環境都市工学の基礎的な知識及び理論，

並びにこれらを応用する知識，理論及び技術を実践との結びつきを重視しつつ，修得させるとともに，

その過程を通じて，創造的な人材を育成する旨規定している。専攻科課程では，準学士課程の教育の

基礎の上に，そのいずれかの専門領域及び各領域を複合した領域において，これらに係る深く高度な

知識，理論及び技術の実践との結びつきを重視しつつ，修得させるとともに，その過程を通じて，創

造的な人材を育成する旨規定している。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，開学時に学校の目的を定め学則に規定し，それに沿って教育理念を設定している。学校

が社会に対して担う基本的な役割として，高等専門学校の目的を定めている。本校の目的は，学校教

育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策定しており，学校教育法で規定された目的に適合している。

また，専攻科の設立以降は，学科及び専攻科ごとの目的が明確に定められており，準学士課程での教

育を基礎とした上で，適切な接続を考慮した専攻科の目的を設定している。 

② 教育目標が設定されているか

（観点に係る状況） 

 本校は，本校の教育理念・目的を実現するため，平成16年度に学習・教育目標を設定した後，本科

と専攻科課程に共通の学習・教育目標を具体化した(資料１－②－１)。さらに，学校として，各専門

分野の視点に立った学習目標を設定し，課程ごとの養成すべき人材像及び卒業(修了)時に身につける

べき学力や資質・能力を定めるなど，学習・教育目標の一層の明確化を図っている(資料１－②－２)。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，学校としての教育理念や教育目標，学科及び専攻ごとの目的を明確に定めているほか，

卒業 (修了)時に身につけるべき学力や資質・能力を定め，達成しようとしている基本的な成果等を

明確にしている。 

③ 教育理念，目的，目標が社会的状況等の変化に応じて検討され，見直しがなされているか

（観点に係る状況） 

 本校は，昭和37年の開学時に設定した学校の目的，平成12年に設定した教育理念は，変更が加えら

れていない。また，目的と教育理念を適切に実行に移すための学習・教育目標は，平成16年度の設定

から始まり，平成18年度の各学科及び各専攻の教育目的の設定につながり，平成25年度の，本科（準



- 3 - 

学士課程）と専攻科課程の違いを明確化した各学科及び各専攻の目的の設定という流れで展開してき

た。社会状況等の変化によって基本的な部分に変更を加えられることはなかったが，それは理念的な

ものは普遍性を持ったものを設定してきたからである。本校においては，この本校の目標や教育理念

が適切なものかは，独自の自己点検・評価においても，次項の教育活動やアドミッションポリシーと

の関係で，間接的にではあるが，検証がなされているものである(資料１－③－１)。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校は，学校の目的や教育理念の変更は行われていないが，その意義と正当性の検討が行われてい

ないというわけではない。自己点検報告書に見られるように，その目標や理念が適切に機能している

かの検討は怠っていない。ただし，今後，予想できないような社会状況等の変化に直面し，学校の目

的や教育理念の変更も検討の余地があるものとして考えていかなければならない。その点において，

今後，より一層の注意が必要である。 
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２．教育活動

（１）学生の受入について

① 本科の入学者受入の方針（アドミッションポリシー）・方法が教育目的に沿って設定され，

公開されているか

（観点に係る状況） 

（１）本科のアドミッション・ポリシーの設定（資料２－１－①－１～３） 

 本学では，本科（準学士課程）への入学希望者を対象に，入学生に求める能力・適性等についての

考え方を「期待される入学者像」（アドミッション・ポリシー）として定めている。アドミッション

・ポリシーは本学の教育理念・教育方針に沿って定められており，学習目標とアドミッション・ポリ

シーは資料２－１－①－３のように対応している。 

（２）本学のアドミッション・ポリシーの公開（資料２－１－①－４） 

 将来の学生を含めた社会に対して，本学ウェブサイト「入学案内」の中に「アドミッションポリシ

ー（期待される入学者像）」として本学のアドミッション・ポリシーを公表している。本科（準学士

課程）の入学者募集要項には，「期待される入学者像」が記載されている。入学者募集要項を関係各

校へ配布することにより，学外関係者への周知を図っている。本科（準学士課程）のアドミッション

・ポリシーは，幅広い理系人材を受け入れることを意識し，中学生にも分かりやすい表現でこれを述

べている。 

 本科（準学士課程）入学に関する情報については，群馬県内及び埼玉県北部地域，群馬県に近接す

る栃木県内の中学校へ募集要項を郵送している。また学校見学会，体験授業，入試説明会の中で募集

要項を配布し説明するほか，学習塾などにも訪問配布している。 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育目的に沿ってアドミション・ポリシーが明文化され，本学ウェブページに公表されている。本

科の学生募集要項にアドミション・ポリシーが記載され，将来の学生にも理解しやすいよう，準学士

課程の表現に配慮がなされている。 

以上のことから，本科の入学者受入の方針及び方法について適切な対応がなされている。 

② 本科の学生募集，入学者選抜の方針・方法が設定され，運用されているか

（観点に係る状況） 

 本学では，本科（準学士課程）１年次入学者選抜において推薦試験及び学力選抜試験（一般・帰国

子女特別）を実施している。選抜試験では，「学習目標を達成するために必要な学力を有する学生を

選抜する。」ことを基本方針としている。選考基準はこの基本方針に沿って定められている。入学合

格者は，選考基準に基づき学校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，各校長補佐，各一般

教科長，各学科長，事務部長で構成される入学合格者選抜のための会議を経て決定している。 

（１）本科（準学士課程）入学選抜試験 

(a)推薦入学者選抜（資料２－１－②－１） 

 推薦入学者選抜では中学校在籍中の成績により受験者の学力を評価する。推薦入学者選抜は一般選

抜に先行して実施し，本学が定めた出願資格を満たしている，中学校長から推薦のあった者を対象と

している。面接では受験者の動機・コミュニケーション力などを評価する。定められた選考基準に基
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づいて，調査書と面接の評価点から総合得点を算出し，得点の高い順に，学科ごと募集人員の50％程

度の合格者を決定している。なお，受験者が本学の定める「期待される入学者像」から大きく逸脱し

ていると評価される場合には不合格とすることができる。 

(b)一般入学者選抜（資料２－１－②－２） 

 一般入学者選抜では，筆記試験及び中学３年次の成績により受験者の学力を評価する。調査書の評

価点と筆記試験の得点から定められた選考基準に基づいて算出した総得点の序列リストを作成し，学

科ごとに序列上位から合格者を決定してゆく。なお，総得点の算出にあたっては，傾斜配点方式を採

用し理数系学力の高い者が合格できるよう配慮がなされている。また，合否判定に際し，学力のより

高い受験者を獲得するため第３志望学科までを考慮している。 

(c)帰国子女特別選抜（資料２－１－②－３） 

 帰国子女特別選抜では，筆記試験及び中学３年次の成績により受験者の学力を評価する。調査書の

評価点，筆記試験の得点，面接点から定められた選考基準に基づいて算出した総得点の序列リストを

作成し，学科ごと若干名の合格者を決定している。なお，総得点の算出にあたっては，傾斜配点方式

を採用し理数系学力の高い者が合格できるよう配慮がなされている。帰国子女特別選抜では，第１志

望のみを考慮している。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本学が掲げる学習目標に到達できる，十分な学力を有する学生の選抜を入学者受入れの基本方針と

している。この基本方針に沿って選考基準が設定されており，本科（準学士課程）入学選抜試験は選

考基準に基づいて実施されている。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに則した学生を選抜するための方法が採用され，選考

も適切に実施されている。 

③ 本科の入学生はアドミッションポリシーに沿った学生であることを検証しているか

（観点に係る状況） 

 入学者受入方針に沿った学生の受入れが実際に行われているかどうかを検証するため，入学時に１

年生実力試験（数学・英語）を実施し，入学者の学力の把握に努めている（資料２－１－③－１）。

次に，毎年度の進級・留年・退学者数を調査している（資料２－１－③－２）。本科（準学士課程）

については，教務委員会が調査を担当する。準学士課程の留年・退学者数は全学生数の７～８％であ

り，入学者の90％以上の学生が本学を卒業している。このような実績から，入学者受入方針に沿った

学生の受入れが適切に行われていると判断される。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本学では毎年度，当該年度の進級・留年・退学者数を調査し，その実数を継続的に把握している。

また，その結果を受けた改善の取組が，教務委員会を中心に実施されている。 

 以上のことから，入学者受入方針に沿った学生の受入れが実際に行われているかどうかを検証する

取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断される。 
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④ 本科の学生定員充足状況（志願者数，合格者数，入学者数，在学者数等）が適切であるか

（観点に係る状況） 

 本科（準学士課程）の実入学者数は 近５年間の資料２－１－④－１のとおり，定員200名に対し，

205名程度となっている。平成３１年度（令和元年度）入学学生より，併願受験が可能になっている

ため合格者が微増している。志願者数の変動はあるものの適正な状況にあるといえる。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本科（準学士課程）の実入学者数は，選考基準で定めている，各学科定員40名に対して205名程度

であり，適正な状況にある。 

以上のことから，入学定員と実入学者数との関係の適正化は図られている。 

⑤ 本科の編入学者の受け入れ方針・方法が設定され，運用されているか

（観点に係る状況） 

 本学では，本科（準学士課程）への入学希望者を対象に，資料２－１－①－１の様に入学生に求め

る能力・適性等についての考え方を「期待される入学者像」（アドミッション・ポリシー）として定

めている。４年次編入学生に対して，同様にこのアドミッション・ポリシーを適用する。 

 また，４年次編入学に関する情報について，群馬県内の工業高校，普通高校に募集要項を郵送して

いる。 

 編入学選抜試験は，高等学校を卒業した者又は出願年度に卒業見込みの者を対象とする（資料２－

１－⑤－１）。ただし，入学を希望する学科により受験者の出身学科に制限を設けている。筆記試験

を実施し，受験者の学力を評価する。試験科目は各学科の専門性を考慮し設定され，定められた選考

基準に基づいて合格者を決定する。 

 編入学志願者数は過去５年間（平成28～令和2年度入試）の合計で７名，実入学者数は0名である

（資料２－１－⑤－２）。編入学では，専門教育，特に実験・実習などの実技科目に支障が出ないよ

う，次年度に予想される各科４年の学生数に配慮しながら，学科ごとに募集定員を定めている。資料

２－１－⑤－１にあるように例年，各学科若干名の募集としており，実入学者数は適正な範囲にある

といえる。 

（分析結果とその根拠理由） 

 ４年次編入学学生について，本学が掲げる学習目標に到達できる，十分な学力を有する学生の選抜

を入学者受入れの基本方針としている。この基本方針に沿って選考基準が設定されており，４年次入

学選抜試験は選考基準に基づいて実施されている。 

 編入学では４年次以降の準学士課程教育に支障がない範囲で各科の現状に照らし募集定員を定めて

いる。過去５年間の実入学者数は0名であり，適正な範囲にある。 

以上のことから，４年次編入学受入の方針及び方法について適切な対応がなされている。 
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⑥ 女子学生を増やすための取り組みがなされているか

（観点に係る状況） 

女子学生の比率向上及びキャリア教育の充実を図る取り組みとしてダイバーシティ推進室（資料２

－１－⑥－１）を中心に，学校見学会において「女子中学生対象相談コーナー」，中学生・保護者対

象「OG による講演会」，女子学生の男女共同参画を目指した「七夕会」，女子学生応援セミナーな

どを実施している（資料２－１－⑥－２）。また，群馬高専での女子学生の生活や学習について理解

を深め，未来の女子学生たちが憧れるような女性エンジニアの姿，さらに，男女共同参画の取り組み

の実例として「群馬高専 Girls」の作成（資料２－１－⑥－３)，女子中学生向けに学校案内ページ

を設け（資料２－１－⑥－４)，学校見学会等で配布している。 

（分析結果とその根拠理由） 

女子学生を増やすための取り組みとして，中学生・保護者対象に対して講演会及び相談コーナーを

行っている。さらに，現女子高専生に対する応援セミナーも開催されている。 

以上のことから， ダイバーシティ推進室を中心に女子学生を増やすための取り組み体制が適切に

行われている。 

⑦ 専攻科の入学者受入の方針（アドミッションポリシー）・方法が教育目的に沿って設定さ

れ，公開されているか

（観点に係る状況） 

（１）専攻科のアドミッション・ポリシーの設定（資料２－１－⑦－１，２） 

 本学の専攻科では，本科（準学士課程）や4年次編入と同様に，専攻科課程への入学を希望する学

生を対象とした，入学する学生に学校側が求める能力・適性についての考え方を「期待する入学生像」

（アドミッション・ポリシー）として定めている。アドミッション・ポリシーは本学における教育理

念・方針に沿って定められている。 

（２）専攻科のアドミッション・ポリシーの公開 

 （１）で示したアドミッション・ポリシーについては，本学のウェブサイト内の「入学案内」のペ

ージ内で公表されている。特に専攻科課程におけるアドミッション・ポリシーについては，「専門的

な知識と総合的な学力を十分に持つもの」として，前述のウェブサイトと入学者募集要項の双方に記

載されており，より総合的かつ高水準な学力を要求する点において本科（準学士課程）との違いが明

確に示されている。この専攻科における入学者募集要項については，専攻科への進学を希望する本学

学生への配布，及び全国の高等専門学校への郵送が適切な時期に行われている。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本学の教育目的に沿った形でアドミッション・ポリシーが明文化され，それが本学ウェブページ，

及び専攻科の入学希望者用募集要項に記載されている。また，将来，専攻科への入学を検討している

学生に対して理解しやすい形で，専攻科課程に関する説明がなされている。 

 以上のことから，専攻科の入学者受け入れの方針，及び方法について適切な対応がなされていると

いうことができる。 
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⑧ 専攻科の学生募集，入学者選抜の方針・方法が設定され，運用されているか 

 

（観点に係る状況） 

 専攻科課程の入学者選抜は，推薦選抜と学力選抜の2つの方法で実施している。なお，以前は推薦

選抜は5月実施の前期と，10月以降実施の後期に分かれていたが，平成31年度（令和元年度）の選抜

より，後期推薦選抜は廃止されることになった。各選抜における選抜人数は年によって異なるが，概

ね推薦入試が入学定員の50%～60%，残りが40%～50%で推移している。なお，推薦，学力双方の面接試

験（＊）に関しては，志望動機やコミュニケーション能力を客観的に評価することが可能なように，

受験者が受験していない側の専攻に所属する教員（（例）生産システム工学の受験生に対しては環境

工学に所属する教員）が担当することが原則になっている。 

＊令和3年度入学生の学力選抜においては，コロナウイルス対策の一環として，面接試験は実施せず。 

（１）専攻科入学選抜試験 

(a)推薦選抜 

5月中旬に実施され，出願年度に高専を卒業見込みの者で，かつ学校長の推薦があるもの，又

は高専を卒業した企業等の在籍者で所属企業等の長の推薦がある者（社会人特別推薦）を対象

としている。高専の本科に在籍していた時の成績に基づいて学力を評価し，定められた選考基準

に基づいて合否を判定する。 

(b)学力選抜 

受験者の現在の学力を筆記試験で評価し，定められた選考基準に従って合否を判定する。試験

科目は事前に受験した国際コミュニケーション英語能力テスト（TOEIC）のスコア，専門基礎Ⅰ

（数学）及び専門基礎Ⅱの３科目である。専門基礎Ⅱの出題科目は，生産システム工学専攻では

「力学（2題）」，「電磁気学（2題）」，「材料力学（令和３年度選抜より追加，1題）」及び

「C言語アルゴリズム（令和３年度選抜より追加，1題）」となっている。環境工学専攻では「化

学（3題）」または「構造力学」，「環境工学」（2分野で3題）であり，両専攻で6題中3題を選

択して解答する形式をとっている（資料２－１－⑧－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本学が掲げる学習目標に到達できる，十分な学力を有する学生の選抜を入学者受入れの基本方針と

している。この基本方針に沿って選考基準が設定されており，専攻科入学選抜試験は選考基準に基づ

いて実施されている。また，生産システム工学専攻では，より多角的に受験学生の学力を評価するた

めに，入試科目の見直し（専門基礎Ⅱにおける分野の追加）を行った。 

以上のことから，アドミッション・ポリシーに則した学生を選抜するための方法が採用され，選考

も適切に実施されている。 
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⑨ 専攻科の入学生はアドミッションポリシーに沿った学生であることを検証しているか

（観点に係る状況） 

専攻科課程では，過去5年間では入学者の95%程度の学生が本専攻科を修了し，その全員が学位授与

機構の行う学位審査（学士）に合格している（資料２－１－⑨－１）。このような実績から，入学者

受け入れ方針に沿った学生の受け入れが適切に行われていると判断される。 

（分析結果とその根拠理由） 

 本学では毎年度，当該年度の進級・留年・退学者数を調査し，その実数を継続的に把握している。

また，その結果を受けた改善の取組が，専攻科委員会を中心に実施されている。 

以上のことから，入学者受入方針に沿った学生の受入れが実際に行われているかどうかを検証する

取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断される。 

⑩ 専攻科の学生定員充足状況（志願者数，合格者数，入学者数，在学者数等）が適切である

か

（観点に係る状況） 

 専攻科課程の入学者数は資料２－１－⑩－１に示す通り，定員の150～200%の間で推移してい

る。こうした実情を考慮し，専攻科に在籍する学生が十分に学習，研究を行うための環境整備と

して，本学では以下のような対策を取っている。 

専攻科の授業で使用する講義室は人数を考慮し，S-103講義室（80名収容），S-102視聴覚室

（72名収容），LL教室(50名収容），S-301第2ゼミナール室（25名収容），S-101講義室（15名

収容）を定常的に使用している。また，使用する教室，もしくは収容人数により問題が生じた時

を考慮し，予備教室として3-203第1ゼミナール室（30名収容），3-304卒業研究室（45名収容）

を確保している。座学系の講義科目で も受講者数が多かった科目でも上記人数を超えるものは

ないため，教室の収容人数に起因する問題は生じていない。 

また，演習科目である「英語演習A」，「実用英語A」については時間割（資料２－１－⑩－２）

の表記にもある通り，20名前後の2クラス編成として授業を実施している。他の演習科目につい

ても 大30名程度のクラス編成で現在は授業が実施できている。 

計算機を使用する授業（情報基礎学等）で使用する端末数も1部屋につき50台前後が準備され

ているため，受講者数が急増した場合であっても対応可能である。 

専攻科1年後期の科目である「生産システム工学実験」は4班編成（1班辺り５名～７名程度），

「環境工学実験」は3班編成（1班辺り4名～5名程度）とし（令和元年度実施情報，資料２－１－

⑩－３参照），前者は地元企業から提示された課題を少人数のグループで解決，後者は数週間ご

とに班ごとに与えられる異なったテーマでの実験を行うようにしている。そのため，現時点にお

いて実験機器，場所は不足していない。 

消耗品に限定したものではあるが，校長裁量経費から専攻科実験関連（主として各専攻の特

別研究）に対する特別財政支援を実施している。特別研究については，令和2年度入学生に対し

て，生産システム工学専攻が21名から37件，環境工学専攻が17名程度の教員から23件の研究テ

ーマが提出されており，各専攻のテーマ数に対する入学学生数の割合はそれぞれ65%, 78%となっ

ている（資料２－１－⑩－４参照．教員数は延べ人数（両専攻を担当する教員がいるため））。
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複数の研究テーマを提示する教員がほとんどであるため，学生が自身の希望する研究テーマを

選択することができる幅は十分に確保されていると考えられる。以上の理由により，教育内容及

び施設・設備面での対応不足をきたす状況にはないと判断される。 

専攻科修了の85%近い学生が大学院に合格し進学していること，また専攻科修了生の学位取得

率が100％であることなどから（資料２－１－⑨－１），現時点において実入学者数が入学定員

を超過していることによる教育，研究の質の低下はないと判断することができる。なお，本専攻

科の実入学者数が定員を超過しているのは，専攻科進学を希望する本科学生，保護者が非常に

多いことが理由である。数値的な乖離が定常化しているため，専攻科定員の拡充向けて継続的に

努力しているが実現には至っていないのが現状である。 

 

（分析結果とその根拠） 

専攻科課程の入学者数が定員を大幅に超過する状況であるが，特別研究，授業の担当教員数，

授業に関わる施設，設備にある程度余裕があるため支障はない。授業実施形態の工夫や実験消耗

品への財政支援などの対策も十分にとられているものと考えられる。結果として入学者の95%が

専攻科を修了し，修了者全員が学位授与機構による学位審査に合格し学位を取得していること

を考慮すると（資料２－１－⑨－１），実入学者数の定員超過に起因する問題は起こっておらず，

許容できる範囲内にあるものと判断することができる。 
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（２）学生生活への配慮 

① 奨学金ならびに授業料免除制度が周知され運用されているか 

 

（観点に係る状況） 

(1) 日本学生支援機構奨学金等の奨学金に関しては学生便覧，掲示板等により学生へ周知し，学生支

援係が担当している（資料２－２－①－１～６）。 

(2) 授業料免除に関しては学生便覧，掲示板，担任等により学生へ周知している（資料２－２－①－

７）。授業料免除は授業料の免除等に関する規則に基づき，厚生補導委員会により選考している

（資料２－２－①－８）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の経済面に関わる指導・相談・助言・周知は学生主事，厚生補導委員会，学級担任及び学生課

職員により実施されている。 

以上のことから，学生の経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 

 

② 学校生活に係る指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能しているか 

 

（観点に係る状況） 

(1) 学生の生活面に関する全学的な指導は学生主事，厚生補導委員会が中心になって行っている。厚

生補導関係の案内や規則は学生便覧に掲載し学生への周知を行っている（資料２－２－②－１）。 

(2) 学級担任は教員業務の手引きに従い，学生の生活指導を実施している（資料２－２－②－２）。 

(3) 学生の健康の保持管理のために保健室が設置されている（資料２－２－②－３）。学校安全法に

基づき，毎年４月に全学生を対象として定期健康診断を実施している（資料２－２－②－４）。 

(4) 学生生活に関する相談窓口として，学生相談室が設置され，学生相談室委員会，専門のカウンセ

ラー及びソーシャルワーカーにより運営されている（学生課 資料２－２－②－５，６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の生活面に関わる指導・相談・助言は学生主事，厚生補導委員会，学級担任，学生相談室委員

会，専門のカウンセラー及びソーシャルワーカーにより実施されている。 

以上のことから，学生の生活に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 
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③ 学生寮が学生の生活及び勉学の場として有効に機能しているか 

 

（観点に係る状況） 

寮では，寮務主事・寮務主事補・寮務委員会・学生生活係長・舎監・寮母を中心に指導を行ってい

る（資料２－２－③－１）。寮務主事指導の下，寮生による寮生会を組織し学生寮の運営改善を図っ

ている（資料２－２－③－２）。各寮棟には，学習室・談話室が整備され，寮生同士で学習する場と

して利用時間の制限なく開放されている（資料２－２－③－３，４）。また，試験の前などに寮生対

象の補講を実施している。規則正しい生活を送るため，欠課や点呼不在の多い寮生については，休寮

指導処置及び入寮更新不可処置等を行っている（資料２－２－③－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

寮務主事・寮務主事補を中心として，寮務委員会を審議の場とし，全教員が舎監を担当しながら，

全学的組織で，寮生の生活面及び勉学面をサポート・指導している。寮生は，各居室及び学習室・談

話室を学習の場として自由に利用している。 

ただし，令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため学習室・談話室の使用を制限してい

る。 

以上のことから，学生寮は学生の生活及び勉学の場として有効に機能している。 

 

④ 学生の課外活動及び学生会活動に対する支援体制が整備され，適切な責任体制の下に機能

しているか 

 

（観点に係る状況） 

学生の課外活動は，学生会の各クラブを通じて行われ，クラブや委員会には，２名以上の顧問教員

が指導等を分担している（資料２－２－④－１）。各クラブの課外活動に配分する経費は学生会の予

算会議において決定している（資料２－２－④－２）。また，選手等の派遣に関する経費も規約に従

って支援されている（資料２－２－④－３）。部及び愛好会 部長・顧問教員連絡会議を開催して，

活動上の注意や経費の使用方法などを連絡し徹底を図っている（資料２－２－④－４）。学外者に指

導を依頼する制度があり，一部のクラブでは指導を依頼している（資料２－２－④－５）。運動系ク

ラブでは高専大会，高野連主催の大会や市民大会などに参加し，文化系クラブでは関東信越地区文化

発表会などに参加している（資料２－２－④－６）。なお，課外活動の場として，資料２－２－④－

７に示す施設が整備されている。外傷や事故への対応は顧問が保健室と連携しながら実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の課外活動は学生会規約に基づき，学生主事を中心とした全教員による指導体制ができている。

さらに，外部コーチによる指導を行っている。また，活動資金は確保されており，派遣に関する経費

支援も実施されている。活動に必要な設備も整備されている。 

以上のことから，課外活動に対する支援体制は整備され，機能している。 
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⑤ 自主的学習環境及び厚生施設等の学校生活環境が整備され，効果的に利用されているか 

 

（観点に係る状況） 

(1) 低学年に対する学習支援として，専攻科生又は５年生が指導する「ＴＡ補講」があり（資料２－

２－⑤－１～３），前期と後期それぞれ数回実施している。 

(2) 自主的学習の場として，図書館や情報基盤センター演習室が利用されている。 

(3) 厚生施設や学生同士の交流の場として，群嶺会館（食堂，売店などを備える。）や学生ホールが

ある。このほか校内各所に自動販売機を設置している。資料２－２－⑤－４に食堂や売店の利用

頻度を示す。校内には合宿研修施設もありクラブ活動等で利用されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

TA 補講は前期の中間試験前において1年生の出席者が70名を越えており，試験前の学生のケアとし

て有効に機能しているといえる。自主学習環境として，図書館と情報基盤センター演習室がある。ま

た，厚生施設や交流の場も利用されている。食堂も毎日100名以上が利用していることがわかる。   

以上のことから，自主学習環境及びキャンパス生活環境は効果的に利用されている。 
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４．教員組織 

① 専任教員と非常勤講師が適切に配置されているか 

 

（観点に係る状況） 

(1)一般科目について 

本校の一般科目では，観点１－①で述べている教育の目的を達成するため，資料４－①－１に示す

一般教科の教員を配置している。その数は専任教員２４名，非常勤講師２１名である。高等専門学校

設置基準の第６条第２項によれば，教員（助手を除く）のうち，一般科目を担当する専任教員の数は，

入学定員に係る学生を５学級に編制する場合には，２２名を下回ってはならないこととなっている。

本校では一般科目担当の専任の教員２４名全員が助教以上であり，設置基準を満たしている。担当科

目ごとの人員配置は資料の表に示すとおりであり，教員はそれぞれの専門分野に適合した授業科目を

本科・専攻科において担当している。 

準学士課程・専攻科の卒業・修了時に身に付けるべき学力や資質である「Ｅ．コミュニケーション

能力・プレゼンレーション能力を身に付ける。」に含まれる英語の基礎的能力を強化するため，英語

常勤教員はできるだけ多い６名としている。さらに，理数系の科目においても，基礎能力を強化する

ため，数学・物理・化学・生物の各分野において十分な研究実績を持つ常勤教員を配置している。 

常勤講師のみではカバーできない科目は，他大学を本務校とする教員や近隣の高校教師経験者，元

群馬高専教員を非常勤講師として採用しカバーしている(資料４－①－７)。また，単なる常勤講師の

代替目的のみでなく，大きな教育効果を目的として非常勤講師を採用している科目もある。例えば，

文章表現能力を強化するため，４年次の国語演習においては，少人数教育の実践のための非常勤講師

を充当している。 

 

(2)専門科目について 

本校専門学科では，観点１－①で述べている教育の目的を達成するため，資料４－①－２～６に示

す専門科目担当の教員を配置している。その数は専任教員５２人（内訳：機械工学科１０人，電子メ

ディア工学科１０人，電子情報工学科１０人，物質工学科１２人，環境都市工学科１０人）であり，

非常勤講師は２６人である。教員は，それぞれの専門分野で十分な研究業績を持っており，専門分野

に適合した授業科目を担当している。高等専門学校設置基準の第６条第３項では，教員（助手を除く）

のうち，専門科目を担当する専任者の数は，５学科を置くときには，３６人を下回ってはならないこ

ととなっており，本校においては専門科目担当の専任教員のうち５２人全員が助教以上であり，設置

基準を満たしている。また，高等専門学校設置基準の第８条では，専門科目を担当する専任の教授及

び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員数と専門科目を担当する専任教員数との合計数の２分

の１を下回ってはならないこととなっており，この基準によれば本校における専門科目を担当する専

任の教授及び准教授の総計 低数は３８人となるところ，実際数は４０人であることから，設置基準

を満たしている。専門学科教員は他大学・民間企業での勤務経験を持つ教員（資料４－①－１０）を

含み，それぞれの専門分野に適合した授業科目を本科・専攻科において担当している。 

常勤講師のみではカバーできない科目は，他大学を本務校とする教員や元群馬高専教員を非常勤講

師として採用しカバーしている(資料４－①－８)。専攻科科目「企業論」「総合工学」においては，

実践的な視点を教授する目的で，民間企業勤務者を非常勤講師として充当している(資料４－①－９)。 

 準学士課程の卒業時に身に付けるべき学力や資質である「Ｄ．技術的課題を分析し，解決するた 

めのシステムをデザインする基礎能力を身に付ける。」に対して，深い専門知識を教授するにふさ 
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わしい教員として，一般教科，専門教科共に博士の学位を取得した教員を中心に配置している（資料

４－①－１～６）。また民間企業や他学校での勤務経験を持つ教員，海外経験を持つ教員も少なから

ず配置されており（資料４－①－１０），実践的な教育を行う体制が整っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般教科，専門教科共に，教科担当者は各専門分野で十分な研究業績を持っている。また，専門分

野と担当科目の間には整合性もあり，学生の教育のために適切な教員配置がなされていると言える。

教員の構成については全て高等専門学校設置基準を満たており，各教員の専門分野を考慮し，分野の

偏りが生じることが無いように，民間企業や他大学での実務経験を有する教員含め，バランスよく配

置している。常勤講師ではカバーできない部分は適切に非常勤講師が配置されている。 

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な各学科の教員を適切に配置している。 

 

② 教育補助者，研究補助者が適切に配置されているか 

 

（観点に係る状況） 

本校における教育補助者，研究補助者は大きく分類して「事務職員」と「技術職員」に分けられる。 

 

教育支援に関わる事務職員には，学生課に課長補佐１名，教務係５名（他に非常勤事務補佐員１

名），学生支援係３名（他に常勤看護師１名，非常勤看護師１名），学生生活係１名（他に非常勤寮

母３名），図書係１名（他に非常勤事務補佐員２名）を配置している（資料４－②－１）。教務係は，

教育課程，授業，成績管理及び学生異動などを担当している。学生支援係は，課外活動，福利厚生，

及び学生相談などを担当している。学生生活係は，学生寮の運営管理及び寮生の生活指導などを担当

している。図書係は図書館業務を担当しており，業務内容は，学術情報の提供などの支援業務である

（資料４－②－２）。また，図書係の係長は司書資格取得者である。 

教育支援にかかわる技術職員は，教育研究支援センターに集中配備されている。構成員は，常勤技

術職員１３名（他に，再雇用技術職員３名，非常勤技術補佐員１名）であり（資料４－②－３），各

種業務にあたっている。教育研究支援センターでは，各学科の要請に応じ，学生の実験，実習の技術

支援及び技術指導などの教育支援を行っている（資料４－②－４）。その他，必要に応じて教育教材

作成の支援や，情報処理教育センターにおける情報処理教育関連の業務を行っている（資料４－②－

５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の事務部は，総務課及び学生課の２課で構成されている。学生課は４係で構成されており，そ

れぞれの支援内容に応じて適切に配置されている。また，技術職員については，教育研究支援センタ

ーに集中配置されており，各学科又は施設等における教育研究支援に関わる要望に応じて適切に対応

できるようになっている。 

以上のことから，事務職員及び技術職員の教育支援者は適切に配置されている。 
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③ 教育研究活動の視点から教員の年齢構成が適切であるか 

 

（観点に係る状況） 

教員年齢構成表によれば，５０歳代，４０歳代，３０歳代の順に多く，２０歳代の教員数はゼロで

ある（資料４－③－１）。２０歳代の教員がいない理由には，学生に深い専門知識を教授するため，

採用にあたり博士号の取得を前提として新卒でも２０歳代後半の年齢になることや，専門分野におけ

る十分な業績を持つことを重視していることが理由として挙げられる。また，実践的な教育を行う目

的で民間企業の実務経験者や大学の研究者等外部からの採用を積極的に行っているが（資料４－①－

１０），このような教員は多くが４０歳代以上であることも大きな理由である。したがって，年齢構

成に多少の偏りがあることは否めないが，教育と研究において十分な能力及び経験を有する教員を適

切に配置することが優先されている状況にある。 

一方で，職名ごとに年齢分布を見ると，教授は５０歳代を中心とした山型分布，准教授は４０歳代

を中心とした山型分布になっており（資料４－③－１），職名で分類した場合の年齢分布は不自然と

は言えない。また，必要に応じて年齢制限を設けた教員公募を行っており，年齢構成のバランスが損

なわれないように配慮もされている。それとともに，必要に応じて教員の配置換え等を行い，組織の

活性化を図っている。また，女性教員を採用する積極的な取組を行い，令和２年度には８名の女性教

員を有するようになった。これは，高等専門学校機構のアクションプランに沿った取組である（資料

４－③－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

博士学位取得者を前提として，女性教員の積極的採用，民間企業等経験者の採用等により教員組織

をより一層活性化するための策を講じつつ，学校全体としてのバランスを考慮して年齢制限を付けた

教員公募を行っており，職位ごとの年齢分布にも特に不自然さは認められない。 

以上のことから，教育研究活動の視点からの教員の年齢構成は適切と言える。 

 

④ 採用，昇進の手順・基準が設定されているか 

 

（観点に係る状況） 

常勤教員の採用，昇進にあたっては明確な基準が定められている（資料４－④－１，２）。常勤教

員の採用にあたっては，教員選考審査委員会において教育研究方針，学科等の意見，教員の専門分野

や教員数等を総合的に勘案して決定している。平成25年度以降の教員採用においては，採用面接にあ

たっては，教育の経験や指導歴に留意して実施し，それらを，教育指導上の具体的な創意工夫，課題

解決プロセスに対する理解，コミュニケーション能力などから評価している（資料４－④－３）。ま

た，模擬授業を課し評価することにより教育指導力の評価を行っている。昇任人事に関しても，教授

への昇任の場合は明確かつ具体的な基準が定められており，客観的な基準の元で教授昇任人事が行わ

れている（資料４－④－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

常勤教員の採用，昇進にあたっては明確な基準が定められている。 

以上のことから，教員の採用，昇任に関する規定が明確に定められ，適切に運用がなされている。 



 

- 17 - 

５．施設設備 

① 教育目的を達成するため施設設備が適切に整備され，活用されているか 

 

（観点に係る状況） 

本校は敷地総面積114,128㎡（教職員宿舎敷地を除く），建物総延面積31,142㎡（教職員宿舎を除

く）であり，高等専門学校設置基準に規定されている基準を満たしている。「用途別の所有地及び建

物面積」は資料５－①－１のとおりである。「主な建物及び施設」は資料５－①－２のとおりであり，

配置は「校内配置図及び建物平面図」（資料５－①－３）のとおりである。 

各クラスにおける講義科目については，原則としてクラスごとに配置した教室で実施しており，ク

ラスごとの教室配置は，「クラス別教室」（資料５－①－４）のとおりである。また，クラス別教室

にはエアコンが完備されている。さらに，合同授業や情報処理関係の授業などは共通教室を，各科の

実験・実習や卒業研究などは各科実験室を使用している。各科に設置されている主要な備品資産（資

料５－①－５）についても整備されていることから，教育研究組織としての設備（機械・器具等）は

整っていると言える。なお，施設の利用規則は，毎年配付する「学生便覧」（資料５－①－６）で周

知している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校は高等専門学校設置基準を満たした校地面積を有し，教育課程の実現にふさわしい施設・設備

として，校舎，教室，運動場，体育館，実験・実習室，図書館，IT 教育研究センターなどが整備さ

れ，日々の授業・実験等に有効に活用されている。施設の耐震化については，平成25年度補正予算に

よる南寮の耐震改修工事をもって概ね終了し，老朽化している実習工場の改修を令和２年度実施する。

設備更新については老朽化による改修費用の予算要求を行っているが実現していない。しかしながら，

「第３次国立大学法人等施設整備５か年計画」に基づき，毎年度施設設備更新を順次行っている。ま

た，各施設のバリアフリー化も適切に進められている。 

以上のことから，施設・設備の整備は概ね良好である。また，各施設のバリアフリー化や環境面へ

の配慮も適切になされている。 

 

 

② 施設・設備の安全管理が適切に行われているか 

 

（観点に係る状況） 

施設・設備の整備・運営等に関する事項は，運営委員会によって審議されている（資料５－②－

１）。また，安全管理に関しては，安全衛生委員会を設置し（資料５－②－２），各委員が月に１回，

校内巡視を行い，必要に応じた改善要求が出され，安全な環境の整備に努めている（資料５－②－

３）。さらに，学生の実験や実習に際して実習工場等を利用させることから，学生・教職員に「実験

実習安全必携」（資料５－②－４）を配布して安全確保の徹底を図っている。 

施設・設備のバリアフリー化については，全ての施設への対応はできていないが，改修等が逐次計

画的に行われており，障害のある学生への配慮が進められている（資料５－②－５）。 

なお，教育環境改善については，文部科学省が策定している「第３次国立大学法人等施設整備５か

年計画」（資料５－②－６）に基づき，施設整備を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
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本校では，安全衛生委員会をはじめとする安全衛生管理体制を整備した上で，定期的な巡視及び点

検活動を通じた適切な安全管理の下に施設・設備の運用がなされている。また，学生・教職員には

「実験実習安全必携」を配布して安全確保の徹底を図っている。 

以上のことから，施設・設備の安全管理は適切に行われている。 

 

 

③ ICT 環境が整備され，セキュリティー管理のもと活用されているか 

 

（観点に係る状況） 

本校の情報処理教育については，情報基盤センターにおいて，情報処理教育，教材開発・応用研究

及び電子計算機の運用に関する業務を担っている(資料５－③－１)。 

情報基盤センターが有しているコンピュータの台数は，「各演習室のコンピュータの台数」（資料

５－③－２）のとおりである。第１演習室，第２演習室は，授業時間以外にも時間外開放しており，

学生の自学自習にも活用されている（資料５－③－３）。各演習室の授業での利用状況については，

「各演習室等利用状況」（資料５－③－４）に示すとおり教育に十分活用されている。校内全域にわ

たる情報ネットワークの構成と無線 LAN 及び情報コンセントの設置は「認証 VLAN 用無線アクセスポ

イント（AP）・情報コンセント設置場所」（資料５－③－５，６）のとおりであり，事務用，教員用，

学生用は VLAN で分離しており，学生用から事務用にはアクセスできないように設定されている。 

情報ネットワークに関する管理体制としては，情報基盤センターにおいて情報ネットワークシステ

ム（以下「校内 LAN」という。）に関する運営方針を策定し，その方針に基づき，校内 LAN と各科サ

ーバ管理者が管理を行っている。校内 LAN 管理者は，情報ネットワークの基幹機器を管理するととも

に，各科サブネットを含むネットワーク全体の運用監視を行っている。各科サーバ管理者は，各科サ

ブネット内のサーバ・クライアントの運用管理を担当し，学科毎に選出している。 

情報セキュリティについては，国立高等専門学校機構セキュリティポリシー基本方針(資料５－③

－７)に基づき，情報セキュリティ管理委員会及び推進委員会(資料５－③－８，９)が対策を行って

いる。情報セキュリティ管理規程，情報セキュリティ推進規程及び情報セキュリティ教職員規程を制

定し(資料５－③－10～12)，これを基に管理している。同時にウィルスソフトウェアを校内で配布し，

ウィルス対策を施している(資料５－③－13)。また，各専門学科の情報処理系の科目において情報リ

テラシー教育(資料５－③－14)を行っており，校内コンピュータ利用時のルール遵守を徹底した上で

学生にアカウントを与えている。さらに，教職員向けのセキュリティに関する研修会(資料５－③－

15)も定期的に開催している。 

情報ネットワークの利用状況を示す指標として，対外接続専用線ネットワークのトラフィックをグ

ラフ化したものが「ネットワーク利用状況」（資料5－③－16）であり，利用率については，平均し

て高い帯域利用率であることから，ネットワークの利用は極めて活発であると言える。 

（分析結果とその根拠理由） 

情報基盤センターの管理下にある演習室（第１，第２），設計実習室及び情報処理実習室は情報処

理教育等の教育に十分に活用され，第２演習室は時間外にも開放されており，学生の自学自習にも活

用されている。 

情報ネットワークは，校内全域にわたり無線 LAN 及び情報コンセントにより十分整備されており，

管理体制としては，情報ネットワーク委員会において適切な管理・運用を行っている。 

情報セキュリティについては，国立高等専門学校機構セキュリティポリシー基本方針に基づき，情

報セキュリティ管理規程，情報セキュリティ推進規程及び情報セキュリティ教職員規程を制定し，こ



 

- 19 - 

れを基に管理している。また，利用率については，平均して高い利用率であることから，ネットワー

クの利用は極めて活発であると言える。 

以上のことから，教育内容，方法や学生のニーズを満たす ICT 環境が，十分なセキュリティ管理の 

下に適切に整備され，有効に活用されている。 

 

 

④ 図書館に教育研究上必要な資料が収集・整理され，活用されているか 

 

（観点に係る状況） 

本校の図書館は，令和２年３月31日現在，約111,000冊の図書，約1,500タイトルの雑誌，約1,200

点の視聴覚資料を所蔵し（資料５－④－１），５つの電子ジャーナル（ACS，AIP，APS，

ScienceDirect，Journal of the Physical Society of Japan）を契約している。所蔵資料の目録情

報は，OPAC により校内外からの検索ができ，これらは学生の学習，教職員の教育研究活動に広く利

用されている。 

令和元年度の年間入館者数は約68,000人，学生への貸出冊数は約5,600冊である。平成14年９月か

らは時間外開館（平日17:00～21:00，土曜日9:00～17:00）を開始し，学生及び教職員の教育研究活

動の利便を図っている（資料５－④－２）。同時に図書館の一般開放を開始し，学外の利用者への便

も図っている（資料５－④－３）。 

図書の選定は，蔵書構成に各学科の意見を反映し，教育課程に応じた図書が系統的に選定できるよ

うに，各学科図書委員が20万円程度の図書推薦を学科内に依頼し，学科内での優先順位を付して，選

定図書を決定している（資料５－④－４，５）。また，図書館においては，ブルーバックス，岩波科

学ライブラリ等の継続発行図書19タイトルの購入受入れを系統的に行っている。さらに，年１回，学

生によるブックハンティングを実施し，図書委員会選定と合わせて年間約1000冊の図書を購入してい

るほか，教員や学生からの購入希望も随時受け付けている。 

館内の図書は，系統的に区分された日本十進分類法に従い，０総記，１哲学，２歴史，３社会科学，

４自然科学，５工学，６産業，７芸術，８語学，９文学の別に分類されて配架している。また，館内

の配架場所を開架，参考図書，書庫以外にシラバス関連，JABEE 関連，技術者倫理，環境サイエンス，

TOEIC 関連，新書，文庫，郷土資料，進学資料等の各別置コーナーに分けて細かく系統的に整理配架

し，これに合わせて OPAC（オンライン目録）の所蔵表示に配架場所として別置コーナー名の表示を

行い，図書分類順の請求番号との組合せにより，利用者が目的の図書を見つけ易くしている（資料５

－④－６）。また，学術雑誌は，タイトルのアルファベット順及び巻号順で，近刊の本年分を開架の

雑誌コーナーに，前年以前のバック・ナンバーを書庫に配架し，学術論文の有効活用に供している。 

視聴覚資料は，館内の AV ブース６席で利用できる。電子ジャーナルは， 高専機構並びに長岡技

術科学大学とのコンソーシアム契約を行っており，図書館ホームページにリンクをまとめて提供して

いる。図書館に隣接する演習室や，校内ネットワークに接続されたパソコンから利用できる。４つの

電子ジャーナルで，年平均約4,700件の論文ファイルにアクセスが行われている（資料５－④－７）。 

図書館利用促進の取組としては，年１回，「図書館だより」を発行し，教員によるブックレビュー

やブックハンティング図書リストを掲載している（資料５－④－８）。また，毎年４月には，新入生

を対象としたガイダンスを実施し，館内を案内する時に基礎的な利用方法について指導を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の図書館には，約111,000冊の図書，約1,500タイトルの雑誌，約1,200点の視聴覚資料を所蔵
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し，４つの電子ジャーナル（ACS，AIP，APS，ScienceDirect）を契約している。所蔵資料の目録情報

は，OPAC により校内外からの検索ができる。これらは学生の学習，教職員の教育研究活動に広く利

用されている。 

図書の選定は，蔵書構成に各学科の意見を反映し，教育課程に応じた図書が系統的に選定できるよ

うに，各学科図書委員が20万円程度の図書推薦を学科内に依頼し，学科内での優先順位を付して，選

定図書を決定し，購入している。また，図書館においては，ブルーバックス，岩波科学ライブラリ等

の継続発行図書19タイトルの購入受入れを系統的に行っている。さらに，年１回，学生によるブック

ハンティングを実施し，図書を購入している。 

館内の図書は，系統的に区分された日本十進分類法に従い，０総記，１哲学，２歴史，３社会科学，

４自然科学，５工学，６産業，７芸術，８語学，９文学の別に分類されて配架している。また，館内

の配架場所を開架，参考図書，書庫以外にシラバス関連，JABEE 関連，技術者倫理，環境サイエンス，

TOEIC 関連，新書，文庫，郷土資料，進学資料等の各別置コーナーに分けて細かく系統的に整理配架

し，これに合わせて OPAC（オンライン目録）の所蔵表示に配架場所として別置コーナー名の表示を

行い，図書分類順の請求番号との組合せにより，利用者が目的の図書を見つけ易くしている。また，

学術雑誌は，タイトルのアルファベット順及び巻号順で，近刊の本年分を開架の雑誌コーナーに，前

年以前のバック・ナンバーを書庫に配架し，学術論文の有効活用に供している。電子ジャーナルも利

用ガイドへのリンクを併設し，利用者の利便性に配慮した提供を行っている。その結果，図書の貸出

冊数は年平均6,000冊となり，電子ジャーナルの論文アクセス数も年平均約4,700件となっている。ま

た，学生の図書館環境についての満足度も概ね高い。 

以上のことから，図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，整 

理されており，有効に活用されている。 
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６．国際交流 
 

① 留学生のための制度が整備・運用され，適切な指導がなされているか 

 

（観点に係る状況） 

留学生の指導に関しては，外国人留学生規則（資料６－①－１）に基づき，国際交流室委員会で審

議している（資料６－①－２）。また，留学生ガイダンス（資料６－①－３）を実施している。具体

的な指導は校長が委嘱した「留学生指導教員」が行い，３年生及び４年生には留学生１名につき、１

～２名程度の留学生相談員（チューター）が勉学及び生活面のサポートを行っている。カリキュラム

の上で，３年次の人文系の科目の代わりに留学生特設科目を，また学習支援科目を設定している（資

料６－①－４）。 

「新留学生歓迎会」と「留学生懇談会」を開催し，留学生同士の親睦，及び留学生と教職員・学生

の相互理解を図っている（資料６－①－５）。「留学生旅行」などを実施することで，留学生同士の

懇親や日本に対する理解を深めている（資料６－①－６，７）。男女の学生寮にはそれぞれ，留学生

用シャワー室及び調理室が整備してあり（資料６－①－８，９），生活習慣や宗教へ配慮している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生に対し，国際交流室委員会，指導教員，相談員（チューター）による支援の体制が整えられ

ている。また，日本に対する理解を深める旅行等も実施されている。特別カリキュラムが実施されて

いる。以上のことから，留学生への学習支援体制及び生活面での支援が適切に行われている。 

 

② 在学生の海外留学・研修の方針が設定されているか 

 

（観点に係る状況） 

国際交流室（資料６－②－１～２）が海外大学との交流事業を推進しており，以前から上海工程技

術大学及び上海市業余科技学院と交流協定を締結している（資料６－②－２）。平成30年度からは，

モンゴルの工業技術大学と交流協定を締結した（資料６－②－３）。その他に交流協定外のモンゴル

高専及びマレーシア科学大学等とも交流を行っている（資料６－②－４～５）。 

語学研修プログラムとして英語圏の大学に学生を約１か月派遣しており（資料６－②－６），費用

の一部は後援会から補助されている。平成30年度は19名，令和元年は29名が参加した。帰国後は英語

による報告会を実施している（資料６－②－７，８）。本制度に対する学生の評価は非常に高い（既

出資料資料6－②－6）。海外インターンシップ等にも学生を派遣している（資料６－②－９）。「ト

ビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」を利用して，高専生向けの留学情報の発信と海外大学への

進学ガイドを行っている（資料６－②－１０）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

在学生の海外留学・研修のために国際交流室を中心に海外大学との交流事業を行っている。 

以上のことから， 国際交流室を中心に海外留学・研修等への派遣体制，さらに，これらへの支援

体制は整備され，機能している。 

 

 

 



 

- 22 - 

 

 

③ 教員の在外研究の方針が設定されているか 

 

（観点に係る状況） 

海外の教育研究機関等に派遣し，先進的な研究や優れた教育実践に参画させることにより，教育研

究能力の向上を図る目的で「国立高等専門学校機構在外研究員」制度（資料６－③－１）を用いて，

校内で在外研究員を募集している（資料６－③－２）。平成30年に1名，令和元年に1名が海外の教育

研究機関に派遣されている（資料６－③－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

以上のことから，「国立高等専門学校機構在外研究員」制度を用いて，毎年1名の教員を在外研究

員として派遣する支援体制が適切に行われている。 

 

 



資料１－①－１ 

群馬工業高等専門学校学則（抜粋） 

（出典 令和２年度 学生便覧 p. 33） 

資料１－①－２ 

群馬工業高等専門学校の教育理念 

（出典 令和２年度 学生便覧 p. 17） 
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資料１－①－３ 

教育目的 

（出典 本校ウェブサイト: 学科ごと・専攻ごとの教育目的） 

(令和２年度学校要覧 pp. 11-12) 
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資料１－②－１  

学習目標 1) 

 

（出典 本校ウェブサイト） 

                                                         (令和２年度学校要覧 pp. 9-10) 
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資料１－②－２ 

 学習目標 2)  

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト） 

(令和２年度学校要覧 pp. 10-11) 
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資料１－③－１ 

 

 

 

(出典 『平成30年度自己点検・評価書』（PDF形式）p.2) 

   ※http://www.gunma-ct.ac.jp/gakko/pdf/08-self_inspection_evaluation-H30.pdf 
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資料２－１－①－２ 

学習目標（細目省略） 

 

準学士課程（全学科共通） 

A. 地球的規模での人、社会、環境について倫理・教養の基本を身に付ける。 

B. 技術的問題解決のための幅広い工学の基本的知識を身に付ける。 

C.技術的問題解決のための専門分野の基本的知識を身に付ける。 

D.技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身に付ける。 

E.コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身に付ける。 

専攻科課程（各専攻共通） 

A.地球的規模での人、社会、環境について倫理・教養を身に付ける。 

B.技術的問題解決のための幅広い工学の知識を身に付ける。 

C.技術的問題解決のための専門分野の知識を身に付ける。 

D.技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を身に付ける。 

E.コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身に付ける 

                         （出典 本校ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－①－１ 

準学士課程アドミッション・ポリシー 

 

本科（1年生入学及び４年生編入学）で期待される入学者像 

本科では次のような人の入学を歓迎します。 

・科学技術者になりたいという志を持っている人 

・人類の繁栄と地球環境を守るための科学技術に関心のある人 

・国際的な場で活躍したいという希望をもっている人 

・工業技術に興味があり，自ら進んで学習する意欲のある人 

・数学や理科などの自然科学系科目が得意で興味のある人 

               （出典 本校ウェブサイト） 
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資料２－１－①－３ 

学習目標とアドミッション・ポリシーの対応関係  

 

（出典 学習目標とアドミッション・ポリシーより作成） 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

準学士課程 科学技術者になりたいという志を持っている人 ○ ○ ○ ○  

 人類の繁栄と地球環境を守るための科学技術に関心のある人 ○     

 国際的な場で活躍したいという希望をもっている人     ○ 

 工業技術に興味があり，自ら進んで学習する意欲のある人  ○ ○ ○  

 数学や理科などの自然科学系科目が得意で興味のある人  ○ ○ ○  
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資料２－１－①－４ 

令和２年度入学者募集要項 
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資料２－１－①－４続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－１－②－１ 

令和２年度入学者募集要項 
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資料２－１－②－１続き 
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資料２－１－②－１続き 
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資料２－１－②－１続き 
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資料２－１－②－１続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－１－②－２ 

令和２年度入学者募集要項 
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資料２－１－②－２続き 
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資料２－１－②－２続き 

 

                      （出典 学生課資料） 
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資料２－１－②－３ 

令和２年度入学者募集要項 
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資料２－１－②－３続き 
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資料２－１－②－３続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－１－③－１ 

令和元年度１年生実力試験結果報告 

 

 

１年生実力試験の実施状況について 

科目：数学，英語 

実施日：数学 令和元年４月１７日（水） 受験者数 ２０８名 

    英語 令和元年４月２４日（水） 受験者数 ２１０名 

校内平均点：数学６９．２点（最高点１００点，最低点３４点） 

      英語８３．２点（最高点１００点，最低点４５点） 

 

（出典 教員会議資料） 
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資料２－１－③－２ 

令和元年度 学年学科別進級者・留年者・退学者数一覧 
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資料２－１－③－２続き 
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資料２－１－③－２続き 

 

（出典 教員会議資料） 
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資料２－１－④－１ 

 

過去５年間（平成２８年度～令和２年度）の入学者数 

  M E J K C 合計 

平成２８年度 41 41 41 41 41 205 

平成２９年度 41 41 41 41 41 205 

平成３０年度 41 41 41 41 37 201 

令和元年度 41 41 41 42 41 206 

令和２年度 42 42 41 41 41 207 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－１－⑤－１ 

令和３年度編入学者募集要項 

- 48 -



資料２－１－⑤－１続き 

- 49 -



資料２－１－⑤－１続き 

（出典 学生課資料） 
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資料２－１－⑤－２ 

過去５年間（平成２８年度～令和２年度）の４年次編入学 

志望者数 入学者数 

平成２８年度 1 0 

平成２９年度 3 0 

平成３０年度 2 0 

令和元年度 0 0 

令和２年度 1 0 

合計 7 0 

（出典 学生課資料） 
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群馬工業高等専門学校ダイバーシティ推進室規則 

平成 31 年４月 1 日 

規 則 第  19   号 

（設置）  

第１条 群馬工業高等専門学校に、独立行政法人国立高等専門学校機構男女参画行動計画 

(平成 23 年 9 月 12 日策定)を推進するため、群馬工業高等専門学校ダイバーシティ推進 

室(以下「推進室」という｡)を置く。  

（業務） 

第２条 推進室は、次の各号に掲げる事項に関する業務を行う。  

(1) 教育活動全般を通じたダイバーシティの推進に関すること。  

(2) 教育・研究・就業におけるダイバーシティの推進、仕事と生活の調和(ワーク・ライフ

・バランス)を図るための環境整備に関すること。  

(3) ダイバーシティの意識啓発に関すること。  

(4) 学校運営における意志決定へのダイバーシティの推進に関すること。 

(5) その他ダイバーシティの推進に関する事項  

（構成）  

第３条 推進室は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(1) 室長 

(2) 副室長 

(3) 室員 若干名 

(4) 総務課長及び学生課長  

(5) その他校長が必要と認めた者 

２ 室長及び室員の任期は、1 年とし、再任を妨げない。  

３ 前項の者に欠員が生じた場合の後任者の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（室長及び副室長） 

第４条 室長は、副校長又は校長補佐をもって充てる。 

２ 副室長は室長が指名する。 

３ 室長に事故あるときは、副室長が、その職務を代行する。 

（事務） 

第５条 推進室の事務は、総務課において処理する。 

   附 則  

 この規則は、平成 31 年４月１日から施行する。 
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　本校では「独立行政法人国立高等専門学校機構ダイバーシティ推進宣言」の趣旨に則り、男女共同参画の推進
のため以下の取り組みに努めています。
   Gunma College is engaged in the following activities for the promotion of gender equality in adherence with the principle of the 
National Institute of Technology Diversity Promotion Declaration.

・女子学生の男女共同参画を目指した「七夕会」（平成29年７月開催）
　Tanabata (Star Festival) event for the promotion of gender equality (held in July 2017)
・学校見学会での「女子中学生対象相談コーナー」（平成29年・平成30年8月・11月開催）
　Consulting service corner for female junior high school students in the open campus events (held in August and November 2017 and 
2018)
・中学生・保護者対象「OGによる講演会」（平成29年10月開催）
　 Talk by alumnae for female junior high school students and their guardians (held in October 2017)
・女子学生応援セミナー（平成29年10月・平成31年１月開催）
　Seminar to support female students (held in October 2017and January 2018)
・料理から学ぶダイバーシティ（令和元年10月開催）
　Learning about diversity through cooking (held in October 2019)

・女性対象の高専教員職体験実習事業(インターンシップ受入)
　Teaching internship for women
・教員公募時のポジティブアクション
　“Positive action,” a kind of affirmative action in recruiting teachers

・女性教員の環境改善のための施設改修
　Renovation of facilities to improve the environment for female teachers

・学内にベビーシッターによる保育施設の設置
　Establishment of day-care facility with nursery staff within the college

・図書館に男女共同参画書籍コーナーの設置
　Establishment of a section of gender equality promotion books in the library

女子学生の比率向上及びキャリア教育の充実を図る取り組み
    Activities to raise the percentage of female students and improve their career education

女性教員の比率向上への取り組み
    Efforts to raise the percentage of female teachers

男女がともに安全かつ快適な修学・就労環境の整備を図る取り組み
    Efforts to create on environment where both men and women can learn and work safely and comfotably

教職員の育児支援を図る取り組み
    Efforts to support child rearing for the faculty

全学的な教職員への啓発活動を図る取り組み
    College-wide efforts to raise gender-equality awareness of faculty staff

46

ダイバーシティ推進
Promotion of Diversity

女子学生応援セミナー「OGとの情報交換会」
An information exchange with OG at a seminar to support female students

料理から学ぶダイバーシティ
Learning about diversity through cooking
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（
国
公
私
立
）

　
高
専（
高
等
専
門
学
校
）は
未
来
の
技
術
者
を
育
て

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
学
校
で
す
。
大
学
と
同
じ
高

等
教
育
機
関
で
す
が
、
15歳

か
ら
の
早
期
専
門
教
育

が
特
長
で
す
。
高
度
な
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
５
年
間
一
貫
教
育
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

47万
人
が
卒
業
し
て
い
て
、
技
術
者
を
養
成
す
る
高

専
制
度
は
50年

を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
に
は
国
公
私
立
あ
わ
せ
て
57の

高
専
が
あ

り
ま
す
。
高
専
で
学
び
、
技
術
者
を
目
指
し
て
い
る
の
は
、

男
子
学
生
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
合
計
５

万
人
を
超
え
る
女
子
学
生
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。
高
専
設

置
当
初
は
、
数
が
少
な
か
っ
た
女
子
学
生
で
す
が
、
今
は

ど
の
高
専
の
ど
の
分
野
に
も
女
子
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
61年

以
降
に
女
子
学
生
の
入
学
が
増
え
始
め
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
、
女
性
の
専
門
職
と
し
て
工
学
分
野
に
注
目
が
集
ま
っ

て
お
り
、
今
で
は
女
性
技
術
者
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
人
の
適
性

に
あ
っ
た
職
業
が
選
べ
る
時
代
で
す
。
多
く
の
女
子
学
生

が
女
性
技
術
者
を
目
指
し
て
高
専
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
30年

度
、

高
専
女
子
は

2,261人
入
学

し
て
い
ま
す
。

21%
男
子
79％

・
設
置
校
数
　
57高

専
・
入
学
者
数
　
10,815人

　（
内
、
女
子
　
2,261人

）
進
学
者
 27％

 （
484人

）
就
職
者
 70％

 （
1,270人

）
そ
の
他
 
3％
 
（
48人

）

（
平
成
30年

度
）

（
平
成
29年

度
）

進
学
者

27％

就
職
者

70％ そ
の
他
 3％

（
全
国
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
一
覧
、
学
校
基
本
調
査
よ
り
）

卒
業
者
合
計

計
471,067人

内
女
子
卒
業
者
合
計

計
50,261人

（
昭
和
41年

以
降
の
総
数
）

30
25

　
群
馬
高
専
で
は
、女
子
の
人
数
は
全
体
の
16％

と
少
な
い
も
の
の
、男
子
に
負
け
な
い
く
ら
い
パ
ワ
フ
ル
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
女
子
な
ら
で
は
の
繊
細
さ
や
柔
軟
な
考
え
方
を
活
か
し
、
授
業
や
実
験
実
習
な
ど

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
「
群
馬
高
専
Girls」

は
、
皆
さ
ん
に
、
群
馬
高
専
で
の
女
子
学
生
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
群
馬
高
専
が
、
皆
さ
ん
の
夢
を
叶
え
る
た
め
の
選
択
肢
の
１
つ
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

2018年
11月

　
群
馬
高
専
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い

る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
技
術
者
を
目
指

す
女
子
学
生
は
少
な
い
現
状
で
す
。
そ
し

て
、
男
子
学
生
の
多
い
高
専
生
活
に
不
安

を
持
た
れ
て
い
る
中
学
生
や
保
護
者
の
方

も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
、

こ
の
「
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馬
高
専
Girls」

を
作
成
し
ま
し

た
。「
女
子
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
ど
ん
な

こ
と
を
知
り
た
い
の
か
」
を
考
え
て
作
成

し
ま
し
た
。
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非
ご
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だ
さ
い
。

「
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馬
高
専
Girls」
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て

女
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中
学
生
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＆
Ａ
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介
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群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
は
、
群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
前
橋
市
と
高
崎
市
に
ま
た
が
り
、
昭
和
37年

に
国
立
高
専

一
期
校
12校

の
内
の
１
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30年

に
は
創
立
56周

年
を
迎
え
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に

本
科
５
学
科（
在
学
生
1,015名

、内
女
子
173名

）、専
攻
科
２
専
攻（
在
学
生
61名

、内
女
子
３
名
）に
お
い
て
、知
・
徳
・

体
の
揃
っ
た
全
人
格
教
育
の
も
と
、
科
学
技
術
を
通
し
て
地
球
の
将
来
を
支
え
る
心
温
か
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

～
平
成
30年

度
群
馬
高
専
の
在
籍
者
数
～

900
176

女
子
 16％

男
子
 84％

女
子
   20人

男
子
 195人

女
子
   20人

男
子
 178人

女
子
   17人

男
子
 178人

女
子
   73人

男
子
 132人

女
子
   43人

男
子
 159人

女
子
   3人

男
子
 24人

女
子
   0人

男
子
 34人

43人
34人

31人
37人

28人

1人
2人

合
計
 176人

平
成
30年

4月
1日
現
在

機
械
工
学
科
は
１
年
生
か
ら
工
場
実
習
が
あ
り
ま
す
。
作

業
着
を
着
て
の
工
場
実
習
は
体
力
と
集
中
力
が
必
要
で

す
。
0.1ミ

リ
単
位
の
細
か
い
仕
事
が
多
い
の
に
最
初
は

驚
き
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
組
み
立
て

た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
動
か
し
た
り
し
ま
す
。

機
械
工
学
科
で
は
、
力
学
な
ど
の
基
礎
科
目
に
重
点
を
お
い
た
学
習
と
と
も

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
も
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
勉
強
し
ま
す
。
独

創
的
な
発
想
が
で
き
、
実
践
的
な
行
動
力
の
あ
る
技
術
者
を
め
ざ
し
ま
す
。

工
作
実
習
で
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
の
し
く
み
を
学
ぶ

た
め
に
、
自
分
達
の
手
で
実
際
に
簡
単
な
ス
タ
ー
リ
ン
グ

エ
ン
ジ
ン
を
作
り
ま
す
。
す
ぐ
に
回
ら
な
い
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、
加
工
を
何
度
も
工
夫
し
て
、
回
っ
た
時
に
は

感
動
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
研
究
に
取
組
み
ま
す
。

実
習
工
場
を
使
う
研
究
も
、
研
究
室
の
装
置
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
う
研
究
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ

時
は
、
女
子
と
男
子
で
分
野
毎
の
偏
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
車
減
速
機
を
3D
-CAD（

ソ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
）を
使
っ

て
設
計
し
ま
す
。
そ
れ
を
３
Dプ
リ
ン
タ
で
出
力
さ
せ
、

組
み
立
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
高
価
な
機
械
を
実
習
で
扱
い

な
が
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た
め
の
基
盤
固
め
を
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
溶
接
が
あ
り
、
製
図
の
授
業
が
本
格
化
し
ま

す
。
溶
接
は
、
体
勢
的
・
体
力
的
に
女
子
に
は
厳
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
得
意
分
野
を
見
極
め
て
、
そ
の

得
意
分
野
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
ま
す
。

卒
業
研
究
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
り
、
発
表
の
準
備
を
し

た
り
、
忙
し
い
け
れ
ど
充
実
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
先

輩
の
専
攻
科
生
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
！

専
門
学
科
別
の
ク
ラ
ス
に
も

馴
染
ん
で
、
楽
し
い
日
！々

製
図
道
具
、
作
業
着
と
帽
子
、
安
全
メ
ガ
ネ
、

安
全
靴
が
機
械
工
学
科
で
は
と
て
も
大
事
で
す
。

【
就
職
先
】

㈱
JALエ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
警
視
庁
、

川
崎
重
工
㈱
、（ 独）国

立
印
刷
局
な
ど

【
進
学
先
】

群
馬
高
専
専
攻
科
、
宇
都
宮
大
学
、
長
岡

科
学
技
術
大
学
、
群
馬
大
学
、
福
井
大
学
、

名
古
屋
工
業
大
学
な
ど

作
業
着
の
ズ
ボ
ン
の
裾
か
ら
タ
イ
ツ
が
の
ぞ

い
て
い
た
ら
、「
溶
接
の
穴
あ
き
注
意
報
発

令
！
」
女
子
独
自
の
注
意
点
も
有
り
。

Bagの
中
に
は
必
ず
USBと

関
数
電
卓
常
備
!!

い
つ
も
自
分
と
一
緒
に
移
動
し
て
い
る
常
備
品
で
す
。

5
5

4
3

3

私
は
、

航
空
系
！

私
は
、

自
動
車
系
！

私
は
、

宇
宙
系
！

　
高
専
と
言
っ
た
ら
高
専
ロ
ボ
コ
ン！

私
の
所
属
す
る
ロ
ボ
研
で
は
ロ
ボ
ッ
ト

を
一
か
ら
設
計
し
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

そ
の
知
識
は
授
業
で
も
活
か
す
機
会

が
た
く
さ
ん！　

ロ
ボ
研
に
入
っ
て
素
敵

な
ロ
ボ
ット
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

5
4
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電
子
情
報
工
学
科
で
は
、
数
学
・
物
理
と
い
っ
た
工
学
基
礎
、
電
気
・
電

子
工
学
、
そ
し
て
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ま
で
の
幅
広
い
情
報
・

通
信
・
計
算
機
工
学
分
野
の
専
門
科
目
を
学
び
ま
す
。

ま
ず
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
な
い
で
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
を
実

習
し
ま
す
。
１
年
生
か
ら
Ｃ
言
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

学
び
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
扱
う
た
め
の
大
切
な
技
能

で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
勉
強
し
ま
す
。

電
子
情
報
工
学
科
で
学
ぶ
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
装
置
）
を
作
る
た
め

の
勉
強
も
し
ま
す
。
そ
の
基
礎
と
し
て
電
気
回
路
を
学
び

ま
す
。
装
置
に
組
み
込
ま
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て

も
学
び
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
、
円
周
率
の
計
算
な

ど
、
だ
ん
だ
ん
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
す
。

専
門
科
目
の
数
が
い
っ
き
に
増
え
、
内
容
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
数
値
解
析
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
な
ど
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
系
、
電
気
回
路
・
電
子
回
路
・
論
理
回
路
な
ど

の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
系
の
科
目
を
学
び
ま
す
。

卒
業
研
究
が
中
心
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
す
。
授
業

で
は
、
選
択
科
目
で
人
工
知
能
や
画
像
処
理
な
ど
、
４
年

生
ま
で
に
勉
強
し
て
き
た
も
の
を
活
か
し
た
、
よ
り
専
門

的
な
内
容
を
学
べ
ま
す
。

実
験
で
は
、
半
年
か
け
て
自
主
課
題
製
作
を
行
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ま
た
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
作
品
を
、
自
分

た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
２
～
３
名
で
製
作
し
ま
す
。
完

成
し
た
作
品
は
、
発
表
会
で
披
露
し
ま
す
。

１
年
か
ら
実
験
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
ま
す
。

週
1回
の
レ
ポ
ー
ト
は
正
直
大
変
で
す
が
、

教
え
合
い
な
が
ら
仕
上
げ
ま
す
！

学
校
の
環
境
や
、
レ
ポ
ー
ト
に
も

慣
れ
て
、
余
裕
が
出
て
き
ま
す
。

受
験
が
な
い
の
で
、
じ
っ
く
り
と
好
き
な

専
門
分
野
の
勉
強
が
で
き
る
！

研
究
室
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
！

自
分
の
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
め
ま
す
！

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
行
き
た
い
企
業
を
チ
ェ
ッ
ク
！

夏
休
み
に
４
週
間
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修
に

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
就
職
先
】

群
馬
県
庁
、
日
本
シ
ス
テ
ム
通
信
、（
株
）エ
イ
ア
ン

ド
テ
ィ
ー
、富
士
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア（
株
）、ピ

ー
・
ア
ン
ド
・

ジ
ー（
株
）、NEXUS（

株
）、ぐ
ん
ぎ
ん
シ
ス
テ
ム
サ
ー

ビ
ス（
株
）、（
株
）ワ
イ
ズ
、
NTTコ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
株
）、（
株
）日
立
産
業
制
御
ソ
リュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

（
株
）メ
ン
バ
ー
ズ
、
岡
三
情
報
シ
ス
テ
ム（
株
）な
ど

【
進
学
先
】

群
馬
高
専
専
攻
科
、
群
馬
大
学
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
広
島
大
学
、
千
葉
大
学

な
ど

3
8

1
3

2

電
子
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
で
は
、
情
報
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
・
電
子
材

料
の
３
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

電
気
基
礎
Ⅱ
で
電
磁
気
や
交
流
回
路
の
基
礎
を
勉
強
し
ま

す
。
数
学
基
礎
演
習
Ⅱ
で
微
積
分
の
計
算
力
を
つ
け
ま

す
。
実
験
で
は
、
講
義
で
勉
強
し
た
内
容
や
こ
れ
か
ら
勉

強
す
る
内
容
な
ど
幅
広
く
基
礎
実
験
を
行
い
ま
す
。

電
気
基
礎
Ⅰ
で
直
流
回
路
の
基
礎
を
勉
強
し
ま
す
。
回
路

の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
、
数
学
基
礎
演
習
Ⅰ
で
計
算
力

を
つ
け
ま
す
。
実
験
で
は
、
テ
ス
タ
を
作
り
ま
す
。
自
作

し
た
テ
ス
タ
を
使
っ
て
測
定
す
る
実
験
も
あ
り
ま
す
。

電
気
回
路
、
電
磁
気
、
応
用
物
理
の
演
習
科
目
で
計
算

力
を
つ
け
ま
す
。
実
験
で
は
、
AM
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ

を
製
作
し
た
り
、
高
温
超
電
導
の
実
験
が
あ
っ
た
り
、
専

門
性
が
一
気
に
高
ま
り
ま
す
。

物
理
系
の
科
目
が
本
格
化
し
ま
す
。
電
磁
気
学
、
熱
力

学
、
波
動
、
物
理
化
学
な
ど
を
学
び
ま
す
。
３
年
生
で
専

門
科
目
が
増
え
て
専
門
に
特
化
し
、
４
年
生
で
開
花
！

１
年
間
を
か
け
て
取
組
む
大
き
な
実
験
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
２
・
３
人
の
グ
ル
ー
プ
で
自
分
達
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
作
品
を
仕
上
げ
る
デ
ザ
イ
ン
実
験
。
も
う

１
つ
は
卒
業
研
究
で
、
研
究
室
に
所
属
し
て
自
分
の
研
究

テ
ー
マ
に
じ
っ
く
り
取
組
み
ま
す
。

講
義
で
勉
強
す
る
内
容
と
実
習
が
密
接
に

関
連
し
て
い
る
か
ら
ど
ち
ら
も
大
事
。

関
数
電
卓
は
必
需
品
。

M
Yハ
ン
ダ
ゴ
テ
持
っ
て
ま
す
！

M
Yテ
ス
タ
ー
は
自
作
品
。

５
年
間
大
事
に
使
う
よ
。

微
分
積
分
を
修
得
し
て
専
門
科
目
が

し
っ
か
り
わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、

ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
！

マ
イ
コ
ン
か
じ
り
ま
す
。

勉
強
は
難
し
く
な
る
け
れ
ど
、

ク
ラ
ス
全
員
の
団
結
力
で
教
え

合
っ
た
り
、
試
験
対
策
を
し
た

り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
合
っ
て
ま
す
。

時
間
が
あ
れ
ば
卒
業
研
究
室
へ
直
行
！

一
人
一
人
テ
ー
マ
が
違
う
か
ら
お
互
い

に
刺
激
に
な
り
ま
す
。

【
就
職
先
】

（
株
）NTTデ

ー
タ
、（
株
）NTT-M

E、（
株
）タ
ム
ラ

製
作
所
、（
株
）三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、

深
谷
市
役
所
な
ど

【
進
学
先
】

群
馬
高
専
専
攻
科
、
京
都
大
学
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
、
新
潟
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
筑
波

大
学
、
首
都
大
学
東
京
な
ど

9
4

3
2

2

三
角
関
数
や
複
素
数
が

頭
か
ら
離
れ
な
い
！

7
6
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環
境
都
市
工
学
科
は
、
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
環
境
問
題
や
防
災
に
関

連
し
た
科
学
と
社
会
基
盤
整
備
に
関
わ
る
工
業
技
術
を
学
ぶ
学
科
で
す
。

目
印
は
赤
と
白
の
し
ま
し
ま
模
様
！
　
構
内
は
知
り
尽
く

し
て
ま
す
!!　
測
量
実
習
で
は
、
様
々
な
測
量
機
材
を
使

っ
て
学
校
の
敷
地
内
を
測
り
ま
す
。
設
計
製
図
の
授
業
で

は
図
の
書
き
方
を
学
び
、
土
木
女
子
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

材
料
学
や
構
造
力
学
な
ど
建
築
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

材
料
学
の
実
験
で
は
、
セ
メ
ン
ト
を
練
っ
て
固
め
て
壊
す

こ
と
で
、
そ
の
セ
メ
ン
ト
の
強
度
を
調
べ
ま
す
。
ト
ラ
ス

構
造
は
２
年
生
で
学
び
ま
す
！

本
格
的
に
専
門
分
野
が
始
ま
り
、
土
木
女
子
と
し
て
の
レ

ベ
ル
up！

　
水
理
学
、
土
質
工
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

な
ど
の
土
木
分
野
に
つ
い
て
本
格
的
な
授
業
が
始
ま
り
ま

す
。
実
験
で
は
、
自
然
の
土
を
固
め
て
、
壊
す
こ
と
で
、

強
度
を
調
べ
た
り
、
地
図
を
見
て
町
と
町
を
つ
な
ぐ
道
路

を
自
分
自
身
で
考
え
た
り
し
て
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
卒
業
研
究
！

環
境
都
市
工
学
科
の
卒
業
研
究
は
主
に
環
境
や
都
市
計

画（
ソ
フ
ト
）、
材
料
や
力
学（
ハ
ー
ド
）に
分
け
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
ま
さ
に
高

専
生
活
の
集
大
成
と
い
え
ま
す
。

環
境
分
野
が
ス
タ
ー
ト
！
　
地
域
の
川
や
学
校
の
沼
な
ど

の
水
質
を
調
べ
ま
す
。
都
市
計
画
の
授
業
で
は
、
交
通

や
地
域
区
間
な
ど
を
改
善
し
、
私
た
ち
の
町
環
境
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
ま
す
。

真
新
し
い
作
業
服
を
着
て
大
き
な
ポ
ー
ル

や
三
脚
を
持
っ
て
い
る
の
は
環
境
都
市
工

学
科
の
１
年
生
で
す
。

橋
を
み
る
と
ど
ん
な
構
造
を
し
て
い
る
の
か

わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
思
わ
ず
モ
デ
ル
図
を

思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す
！

専
門
分
野
が
増
え
勉
強
や
課
題
が
大
変（
汗
）

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
！

木
の
棒
と
ボ
ン
ド
で
橋
を
自
由
に
製
作
！

誰
が
作
っ
た
橋
が
一
番
強
度
が
あ
る
か

を
み
ん
な
で
競
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
た
く
さ
ん
の
資
料
を

持
ち
歩
く
姿
は
ま
さ
に
女
性
技
術
者
！

【
就
職
先
】

高
崎
市
役
所
、
東
海
旅
客
鉄
道（
株
）、
東
京

ガ
ス（
株
）、
東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）、
西

日
本
旅
客
鉄
道（
株
）な
ど

【
進
学
先
】

群
馬
高
専
専
攻
科
、
九
州
大
学
、
群
馬
大
学
、

信
州
大
学
、
筑
波
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大

学
、
新
潟
大
学
、
北
海
道
大
学
、
横
浜
国
立

大
学
な
ど

8
8

11
10

6

日
本
の
学
生
と
一
緒
に
、橋
・
水
・
土
・

都
市
・
環
境
・
防
災
な
ど
を
実
験
と

授
業
で
幅
広
く
学
べ
て
楽
し
い
よ！

４
年
生
に
な
る
と

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

複
数
の
科
目
の
内
容
が

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

女
性

物
質
工
学
科
で
は
、原
子
や
分
子
、物
質
、生
命
現
象
、そ
れ
ら
を
操
る
ナ
ノ

テ
クノ
ロ
ジ
ー
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
基
礎
を
修
得
し
、さ
ら
に
環
境

化
学
や
情
報
技
術
な
ど
の
周
辺
分
野
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、様
々
な
問
題

に
対
し
て
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
対
応
で
き
る
科
学
技
術
者
を
目
指
し
ま
す
。

有
機
化
学
や
無
機
化
学
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な
化
学
の

分
野
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
実
験
で
は
、
分
析
実
験
を

行
い
、
実
験
器
具
の
使
い
方
に
も
慣
れ
て
き
ま
す
。

実
験
で
着
る
初
め
て
の
白
衣
に
は
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
！
　

初
め
て
で
も
安
全
で
楽
し
く
行
え
る
人
工
イ
ク
ラ
の
作
成

や
、
ナ
イ
ロ
ン
の
合
成
な
ど
の
実
験
を
し
ま
す
。
実
験

ノ
ー
ト
の
書
き
方
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
も
し
っ
か
り
学

び
ま
す
。

専
門
分
野
の
学
習
が
本
格
化
！

材
料
化
学
系
の
実
験
に
加
え
、
生
化
学
や
微
生
物
と
い
っ

た
生
物
系
の
実
験
も
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合

っ
た
専
門
分
野
を
考
え
始
め
ま
す
。

将
来
の
希
望
進
路
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を
選
択
し
ま
す
。

高
分
子
化
学
や
材
料
有
機
化
学
な
ど
を
学
ぶ
材
料
化
学

コ
ー
ス
と
、
生
物
有
機
化
学
や
遺
伝
子
工
学
な
ど
を
学
ぶ

生
物
工
学
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
更
に
専
門
性
の
高
い
分

野
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

５
年
生
は
高
専
４
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
「
卒

業
研
究
」
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
室
に
配
属
さ

れ
、
有
機
合
成
や
微
生
物
変
換
な
ど
、
興
味
の
あ
る
専

門
分
野
に
つ
い
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

真
っ

白
い

き
れ

い
な

白
衣

が
眩

し
い

で
す

。

と
に

か
く

滴
定
！

　
“共

洗
い

”
も

忘
れ

ま
せ

ん
。

ア
レ
？

　
指

示
薬

で
白

衣
に

模
様

が
…

?!微
生

物
実

験
が

ス
タ

ー
ト
！

菌
と

お
友

達
に

な
れ

る
か

も
…
？

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
で

大
量

の
デ

ー
タ

を
処

理
す

る
の

で
“USBフ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
”

が
手

放
せ

ま
せ

ん
。

研
究

室
で

過
ご

す
時

間
が

増
え

て
、

プ
ロ

の
科

学
技

術
者

へ
の

第
一

歩
。

【
就
職
先
】　
協
和
発
酵
キ
リ
ン（
株
）、日

東
電
工（
株
）、

信
越
化
学
工
業（
株
）、
中
外
製
薬
工
業（
株
）、
北
里

第
一
三
共
ワ
ク
チ
ン（
株
）、
日
清
紡
ブ
レ
ー
キ（
株
）、

（
株
）科
学
飼
料
研
究
所
、
坂
本
工
業（
株
）、
三
菱
レ

イ
ヨ
ン（
株
）な
ど

【
進
学
先
】　
群
馬
高
専
専
攻
科
、
群
馬
大
学
、
長
岡

技
術
科
学
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
、
茨
城
大
学
、
信
州
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京

海
洋
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、

九
州
工
業
大
学
、新
潟
大
学
、岐
阜
大
学
、金
沢
大
学
、

山
梨
大
学
、
大
妻
女
子
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、
近
畿

大
学
付
属
看
護
専
門
学
校
な
ど

18
9

12
19

15

フ
ラ

ン
ス

で
行

わ
れ

た
国

際
学

会
で

、
リ

ヨ
ン

大
学

の
教

授
に

研
究

の
説

明
を

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

化
合

物
名

は
、

英
語

で
書

こ
う
！

9
8
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女
子
寮
に
は
外
国
か
ら
の
留
学
生
も
一
緒
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

３
年
生
以
上
の
学
年
に
、
現
在
６
名
の
女
子
留
学
生
が
い
ま
す
。

留
学
生
は
と
て
も
身
近
な
存
在
で
す
。
日
本
の
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
た
り
、
留
学
生
の
国
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
お
国
自
慢
の
料
理
を
作
っ
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
も
楽
し
い
催
し
物
が
一
杯
！

焼
き
芋
、
最
高
！

寮
祭
、
白
熱
バ
ト
ル
！

予
餞
会（
先
輩
あ
り
が
と
う
）

１
年
に
１
度
の
寮
の
お
祭
り
！

ス
ポ
ー
ツ
、
歌
合
戦
な
ど
様
々
な

企
画
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
茶

店
や
屋
台
も
出
し
て
、
一
般
の

方
々
を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
♡

寮
母
さ
ん
と
学
生
は
、

家
族
同
然
！
 毎
日
が

楽
し
い
♡

Q
1　
中
学
生
Ａ
さ
ん
よ
り

　
さ
っ
そ
く
質
問
し
ま
す
！
　
高
専
は
女
子
が
少
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
普
通
の
授
業
や
行
事
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
？

A
1　
先
輩
Ｂ
さ
ん
よ
り

　
座
学
は
普
通
の
学
校
と
同
じ
で
す
。
男
子
が
多
い
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
が
（
笑
）。
最
初
は
戸
惑
う
け
ど
、

す
ぐ
慣
れ
て
き
ま
す
。
実
験
や
実
習
も
男
女
混
合
で
、
性
別
の
隔
た
り
な
く
意
見
を
交
換
し
合
っ
て
学
ん

で
い
ま
す
。

　
体
育
は
女
子
ル
ー
ル
を
設
け
て
一
緒
に
や
り
ま
す
。
例
え
ば
、
男
子
が
点
を
決
め
る
と
１
点
だ
け
ど
、

女
子
な
ら
２
点
と
か
。
女
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
間
は
、
男
子
は
触
っ
ち
ゃ
だ
め
と
か
。
ユ
ニ
ー
ク

な
ル
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
で
と
っ
て
も
盛
り
上
が
っ
た
り
し
ま
す
。

　
群
馬
高
専
で
は
、
隔
年
で
工
華
祭（
文
化
祭
）と
体
育
祭
が
あ
っ
て
、
特
に
工
華
祭
で
は
積
極
的
に
働
く

人
が
多
い
で
す
。
工
華
祭
実
行
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
人
も
沢
山
い
る
し
、
部
活
動
も
、
運
動
部
、
文

化
部
と
も
に
数
多
く
の
女
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
工
華
祭
と
体
育
祭
は
み
ん
な
の
力
の
見
せ
場
で
す
！

Q
2　
中
学
生
Ｃ
さ
ん
よ
り

　
楽
し
そ
う
で
す
ね
！
　
部
活
動
に
つ
い
て
一
つ
質
問
な
の
で
す
が
、
外
部
の
大
会
に
は
参
加
し
な
い
の

で
す
か
？
　
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
よ
う
な
…
…
。

A
2　
先
輩
Ｄ
さ
ん
よ
り

　
高
専
は
高
専
大
会
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
運
動
部
は
、
そ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
男
子
も
女
子
も
ね
。
群
馬
高
専
だ
と
、
関
東
信
越
地
区
大
会
で
入
賞
す
る
と
全
国
大
会
に
出

場
で
き
ま
す
。
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
高
専
女
子
と
友
達
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
部
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
地
区
文
化
発
表
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
関
東
周
辺
の
高
専
の
文
化
部
が

集
ま
っ
て
、
自
分
た
ち
の
部
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
演
劇
部
の
公
演
、
部
誌
を
配
布

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
部
活
動
の
内
容
を
様
々
な
形
で
披
露
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

Q
3　
中
学
生
Ｅ
さ
ん
よ
り

　
部
活
動
に
も
、
普
通
高
校
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
ね
!!　
高
専
っ
て
ど
ん
な
人
が
向
い
て
い
ま
す

か
？
　
今
、
進
路
に
悩
ん
で
い
て
…
…
。
先
輩
の
話
を
聞
い
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
憧
れ
る
の
で
す
が
、
実

際
に
学
ん
で
き
た
先
輩
方
か
ら
、
私
た
ち
未
来
の
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
！

A
3　
先
輩
Ｆ
さ
ん
よ
り

　
高
専
の
名
前
の
通
り
、
理
工
系
の
分
野
の
専
門
科
目
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
将
来
こ
ん

な
仕
事
が
し
た
い
！
　
と
か
、
こ
ん
な
勉
強
が
し
た
い
！
　
と
い
う
目
的
と
や
る
気
が
あ
る
子
に
は
と
て

も
向
い
て
い
ま
す
。

　
中
学
で
理
科
や
数
学
が
好
き
な
子
に
も
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
勉
強
や
実
験
は
確
か
に
難
し
く
て

大
変
な
面
も
あ
る
け
れ
ど
、友
達
と
教
え
合
っ
た
り
、先
生
に
質
問
し
た
り
し
て
一
生
懸
命
学
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
で
学
ぶ
の
は
一
体
感
が
あ
る
し
、
同
じ
目
標
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
ら
、
高
学
年
に
な
る
に

つ
れ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
い
く
感
じ
が
し
ま
す
。
未
来
を
創
る
の
は
私
た
ち
で
す
か
ら
。

11
10
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資料２－１－⑦－１ 

専攻科課程アドミッション・ポリシー 

（出典 本校ウェブサイト） 

　本専攻科では、本校の教育理念及び学習・教育目標を達成するために、専門的な知
識と総合的な学力を十分に持つ者を求めており、次のような人の入学を期待します。
1. 科学技術者になりたいという志を持っている人
2. 人類の繁栄と地球環境を守るための科学技術に関心のある人
3. 国際的な場で活躍したいという希望をもっている人
4. 工業技術に興味があり、自ら進んで学習する意欲のある人
5. 数学や理科などの自然科学系科目が得意で興味のある人

生産システム工学専攻アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　生産システム工学専攻では、本校の教育理念及び学習・教育目標を達成するために、
専門的な知識と総合的な学力を十分に持つ者を求めています。 また、次のような人の入
学を歓迎します。

1.科学技術者になりたいという志を持っている人
2.人類の繁栄と地球環境を守るための科学技術に関心のある人
3.国際的な場で活躍したいという希望をもっている人
4.工業技術に興味があり、自ら進んで学習する意欲のある人
5.数学や理科などの自然科学系科目が得意で興味のある人

環境工学専攻アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　環境工学専攻では、本校の教育理念及び学習・教育目標を達成するために、専門的な
知識と総合的な学力を十分に持つ者を求めています。 また、次のような人の入学を歓迎
します。

1.科学技術者になりたいという志を持っている人
2.人類の繁栄と地球環境を守るための科学技術に関心のある人
3.国際的な場で活躍したいという希望をもっている人
4.工業技術に興味があり、自ら進んで学習する意欲のある人
5.数学や理科などの自然科学系科目が得意で興味のある人
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資料２－１－⑦－２ 

学習目標（細目省略） 

専攻科課程（各専攻共通） 

A.地球的規模での人、社会、環境について倫理・教養を身に付ける。 

B.技術的問題解決のための幅広い工学の知識を身に付ける。 

C.技術的問題解決のための専門分野の知識を身に付ける。 

D.技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を身に付ける。 

E.コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身に付ける 

（出典 本校ウェブサイト） 
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                                                                                 資料２－１－⑧－１ 

※ 令和３年度入試（令和２年度実施）から、生産システム工学専攻の専門基礎Ⅱの出題科目が次のとおり変更

になります。 

出題科目  生産システム工学専攻 環境工学専攻 

一般科目 

（100点） 
英 語 TOEIC のスコアを利用 

専門基礎Ⅰ 

（150点） 
数 学（基礎数学，微分・積分，線形代数） 

専門基礎Ⅱ 

（100点） 

物理〔力学（質点・剛体の力学）と電磁気学〕の

分野より各２題、材料力学１題、C 言語アルゴ

リズム１題 計６題を出題し，その中から３題を

選択。 

化学及び環境都市工学の２分野から各３題計

６題を出題し，その中から３題を選択。ただ

し，化学は物理化学，無機化学，有機化学とし，

環境都市工学は構造力学２題，環境工学１題

とする。 

※TOEICのスコア利用の詳細は下記をご参照ください。 

（出典 本校ウェブサイト専攻科入試より抜粋） 

資料２－１－⑨－１ 

（出典：平成 26年度～30年度専攻科学生進路に関する情報を専攻科委員会資料より抜粋） 

資料２－１－⑩－１ 

（出典：平成 28年度～令和 2年度専攻科入学生に関する情報を専攻科委員会資料より抜粋） 

４－３－①－１
生産システム工学専攻 環境工学専攻 定員(合計20名）に対する合格者の割合

平成28年度 22 14 180%
平成29年度 20 16 180%
平成30年度 15 11 130%
平成31年度 25 13 190%
令和2年度 24 18 210% *

5年間の平均 178%

*令和2年度は連携プログラムによる合格者2名を含む
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令和元年度（平成 31 年度）生産システム工学実験および環境工学実験班分け 

（生産システム工学実験） 

第１班：

第２班：

第３班：

第４班：

（環境工学実験） 

Ａ班：

Ｂ班：

Ｃ班：

（出典：令和元年度各実験説明資料より抜粋，学生情報は苗字のみに修正，企業名に関する情報は削除） 

資料２－１－⑩－４ 

（出典：令和 2年度生産システム工学，環境工学，特別研究説明会資料を元データとして作成） 

令和２年度入学学生に対する特別研究担当教員，およびテーマ数
学生数 教員数 テーマ数 学生数/テーマ数

生産システム工学 24 21 37 65%
18 17 23 78%環境工学

資料２－１－⑩－３
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資料２－２－①－６ 

出典：厚生補導委員会 議事要旨 
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資料２－２－①－７ 

出典：学生便覧 
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資料２－２－①－８ 

出典：厚生補導委員会 議事要旨 
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資料２－２－②－１ 

出典：学生便覧 
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資料２－２－②－２ 
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資料２－２－②－３ 

出典：学生便覧 
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資料２－２－③－１ 
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資料２－２－③－２ 

出典：寮生便覧 
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資料２－２－③－３ 

出典：寮生便覧 
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資料２－２－③－４ 

出典：寮生便覧 
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資料２－２－③－５ 

出典：寮生便覧 
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資料２－２－④－２ 

出典：学生便覧 
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種   目 開催校 開催期日 備  考

男子総合(学校対抗) 6位

女子総合(学校対抗) 5位

男子5000ｍ 3位 16分09秒39 全国大会出場

男子3000ｍSC 2位 10分11秒64 全国大会出場
【特別表彰：在学中同一種目3回1位】 女子50・100mバタフライ

総合(学校対抗) 4位

男子100m自由形 2位 1分00秒41 全国大会出場

女子50m自由形 1位 29秒49 全国大会出場

女子100mバタフライ 1位 1分09秒28 全国大会出場

女子100m背泳ぎ 2位 1分18秒01 全国大会出場

女子200m個人メドレー 2位 2分48秒06 全国大会出場

女子4×50mフリーリレー2位 2分19秒16 全国大会出場

女子4×50mメドレーリレー2位 2分33秒96 全国大会出場

1位

1回戦 群馬　9x対8　長野 9回サヨナラ

準決勝 群馬　4x対3　小山 延長10回サヨナラ(タイブレーク)

決勝 群馬　 9対4　茨城

男子 予選リーグ敗退

群馬　0対2　サレジオ,群馬　2対0　産技荒川,群馬　0対2　木更津　　1勝2敗

女子 予選リーグ敗退

群馬　0対2　長野,群馬　2対0　茨城,群馬　2対0　産技荒川　　2勝1敗

男子 予選リーグ敗退

群馬66-85産技荒川,群馬43-105木更津　0勝2敗

女子 3位

準々決勝 群馬52-38産技品川

準決勝 群馬41-109長岡

1回戦敗退

1回戦 群馬　0対2　東京

男子団体戦 2位 全国大会出場

2回戦 群馬2-1木更津

準決勝 群馬2-1東京

決勝 群馬1-2長野

男子シングルス 3位

3位

男子ダブルス 2位 全国大会出場

3位

女子シングルス 1位 全国大会出場

男子団体戦 1位 全国大会出場

予選リーグ

準決勝 群馬　2対1　茨城

決勝 群馬　2対1　長岡

男子ダブルス 入賞者なし

女子ダブルス 3位

男子団体戦 2回戦敗退

1回戦 群馬　3対1　産技品川

2回戦 群馬　0対3　産技荒川

男子個人戦シングルス 入賞者なし

男子個人戦ダブルス 入賞者なし

女子個人戦シングルス 入賞者なし

女子個人戦ダブルス 入賞者なし

男子団体戦 3位

2回戦 群馬2-1茨城

準決勝 群馬1-2小山

女子団体戦 1回戦敗退

1回戦 群馬0-3長岡

男子個人戦ダブルス 入賞者なし

男子個人戦シングルス 入賞者なし

女子個人戦ダブルス 入賞者なし

女子個人戦シングルス 入賞者なし

柔道 木更津 7/20 男子個人戦 入賞者なし

男子団体戦 1位 全国大会出場

予選リーグ 群馬4-1木更津,群馬2-3東京,群馬4-0長野　2勝1敗

準決勝 群馬4-0産技荒川

決勝 群馬4-1小山

女子団体戦 2位

決勝リーグ 群馬3-0長岡,群馬1-2小山　1勝1敗

男子個人 2位 全国大会出場

女子個人 3位 全国大会出場

群馬　2対1　長岡,群馬　3対0　東京    2勝0敗

卓球 東京 7/6,7

バスケットボール サレジオ 7/6,7

バレーボール 小山 7/12,13

テニス 産技荒川 7/20,21

サッカー 茨城 7/6,7

剣道 産技品川 7/20

ソフトテニス 群馬 7/6,7

バドミントン 7/20,21長岡

水泳

令和元年度 地区体育大会結果一覧
結    果

野球 長野 6/29,30 全国大会出場

陸上競技 茨城 6/29,30

長野 7/21
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資料４－①－１ 

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

一般教科（人文）教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 伊藤　文彦 Ph. D. 英語教授法、英語
学習理論 英語Ａ・Ｂ、英語 科学英語Ａ・Ｂ

大島　由紀夫 文学修士 中世日本文学 古典、国語演習
熊谷　健 修士(文学) 英語学、言語学 英語Ａ・B
櫻岡　広 体育学修士 バイオメカニクス 保健･体育

横山　孝一 文学修士 英米文学、比較文
学 英語Ａ・Ｂ、英語 実用英語Ａ・Ｂ

准教授 太田　たまき 博士(文学) 平安⼥流日記文学 国語表現、国語講読、国語演
習 国語表現演習Ⅰ

佐藤　孝之 修士(体育学） バイオメカニクス 保健･体育 身体動作学
田貝　和子 修士(文学) 日本語学 国語表現、日本語演習 国語表現演習Ⅱ、日本文化論
宮川　剛 博士(文学) イギリス近代史 歴史、比較社会史 近代⻄洋社会論

講師 板谷　洋一郎 修士(文学） 英文学 英語Ａ・Ｂ 実用英語Ａ・Ｂ
小菅　智也 博士(情報科学) ⽣成統語論 英語Ａ・Ｂ、英語

嘱託教授 飯野　一彦 文学修士 言語学 英語Ａ・Ｂ、英語

一般教科（自然）教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 宇治野　秀晃 博士(理学) 物性基礎論、可積
分系

⼒学基礎、物理Ⅰ ･ Ⅱ、応用
物理Ⅰ･Ⅱ･ Ⅲ 解析⼒学、統計⼒学、物理⼯学演習

碓氷　久 博士(理学) 代数幾何学 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、応用数
学Ⅰ･Ⅱ 離散数学、⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ

神⻑　保仁 理学博士 素粒子論 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、応用数
学Ⅰ･Ⅱ 特殊関数、⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ

谷口　正 博士(理学) 微分幾何学 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、応用数
学Ⅰ･Ⅱ、解析学 応用解析学、⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ

辻　和秀 博士(理学) 物理化学 化学Ⅰ･Ⅱ、⽣物、物質科学
総論

物理化学特論Ⅱ･Ⅲ、総合化学演習
Ⅰ

宮越　俊一 農学博士 応用微⽣物学 ⽣物、化学Ⅰ、⽣命科学総
論、⽣物⽣産⼯学 ⽣命科学特論

准教授 柴田　恭幸 博士(理学) 物性物理 ⼒学基礎、物理Ⅰ ･ Ⅱ、応用
物理Ⅰ･Ⅱ･ Ⅲ 量子⼒学Ⅱ、物理⼯学演習

清⽔　理佳 博士(理学) 結び目理論 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、応用数
学Ⅰ･Ⅱ 線型代数学Ⅰ、⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ

髙橋　徹 博士(理学) ハドロン物理学 ⼒学基礎、物理Ⅰ ･ Ⅱ、応用
物理Ⅰ･Ⅱ･ Ⅲ ベクトル解析、物理⼯学演習

吉田　はん 博士(理学) 位相数学 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、応用数
学Ⅰ･Ⅱ、解析学 線型代数学Ⅱ、⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ

渡邉　悠貴 Ph. D. 宇宙物理学 ⼒学基礎、物理Ⅰ ･ Ⅱ、応用
物理Ⅰ･Ⅱ･ Ⅲ

Fundamental Mechanics 電磁気
学演習

講師 北田　健策 博士(理学) 微分幾何学 数学ＡⅠ・ＡⅡ・Ｂ、解析学 複素解析、⼯業数学演習Ⅰ・Ⅱ
特命教授 斎藤　⻫ 博士(理学) 複素解析学
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資料４－①－２

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

機械⼯学科教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 ⿊瀬　雅詞 博士(⼯学) 材料⼒学 材料⼒学、⼯学実験、設計製
図、知的財産権概論 弾性⼒学、機械･材料⼒学演習

櫻井　文仁 博士(⼯学) ⽣産⼯学 機械⼯作法、⼯学実験、3D-
CAD、⽣産管理 精密加⼯論

平社　信人 博士(⼯学) 制御⼯学 制御⼯学、⼯学実験、⼯作実
習、マイコン制御

制御⼯学特論、企業論、熱・流体⼒
学・ 制御演習

准教授 樫本　弘 ⼯学修士 機会⼒学

情報処理Ⅰ ･ Ⅱ、設計製図、
⼯学実験、マイコン制御、材料
⼒学 Computer and
Information Science Ⅰ･
Ⅱ, Design and Drawing,

機械･材料⼒学演習

花井　宏尚 博士(⼯学) 燃焼⼯学 伝熱⼯学、⼯学実験、熱⼒
学、⼯作実習、内燃機関 熱・流体⼒学・制御演習、応用熱⼒学

矢口　久雄 博士(⼯学) 流体⼯学
流体⼯学Ⅰ 、流体⼯学Ⅱ、
⼒学基礎、機械系数理リテラ
シー、⼯学実

流体⼒学、熱・流体⼒学・制御演習

山内　啓 博士(⼯学) ⾦属⼯学 材料学、環境材料学、⼯学実
験 エネルギー材料特論、材料学特論

講師 平間　雄輔 博士(⼯学) 制御⼯学 設計製図、機械⼒学、⼯学実
験、⼯作実習 熱・流体⼒学・制御演習

嘱託教授 小川　侑一 ⼯学修士 制御⼯学、計測⼯
学

⼯業⼒学、メカトロニクス、エレク
トロニクス概論、計測⼯学Ⅱ、
⼯学実験

重松　洋一 ⼯学博士 ロボット⼯学 機構学、⼯学実験、計測⼯学
Ⅰ、ロボット⼯学 システム制御⼯学
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資料４－①－３

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

電子メディア⼯学科教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 五⼗嵐　睦夫 博士(理学) 物性実験

電磁気学演習Ⅱ、応用物理
演習Ⅱ、機械⼯学総論、⼯学
実験、応用解析基礎、デザイン
実験、応用物理Ⅱ、⼯学基礎
セミナー

電子物性特論

大嶋　一人 理学博士 理論物理学

応用物理Ⅱ、応用物理Ⅲ、線
形代数基礎、数学基礎演習
Ⅱ、⼯学実験、デザイン実験、
応用物理演習Ⅰ

量子⼒学Ⅰ、電磁気学特論Ⅱ ⼯業
数学演習Ⅰ･Ⅱ

佐々木　信雄 博士(理学) 電子回路学

⼯学基礎セミナー、電磁気学
演習Ⅰ、電気基礎Ⅱ、電子回
路Ⅰ、通信⼯学、⼯学実験、
デザイン実験

物理⼯学演習、回路理論演習

富澤　良⾏ 博士(⼯学) 電気計測
計算機基礎、情報科学Ⅱ、電
子回路Ⅱ、⼯学実験、デザイン
実験、数学A

回路理論、回路理論演習

平井　宏 博士(学術) 物性実験
確率統計、電磁気学Ⅰ、電気
回路Ⅱ、⼯学実験、デザイン実
験、電子材料基礎Ⅱ

電磁気学特論Ⅰ、電磁気学演習

准教授 中山　和夫 博士（⼯学） 電⼒⼯学

電気基礎Ⅱ、数学基礎演習
Ⅰ 、⼯学実験、デザイン実験、
エネルギーシステム、電気機器、
数学B

電磁気学演習

布施川　秀紀 ⼯学修士 情報⼯学
数学B、メディアリテラシ、⼯学基
礎セミナー、⼯学実験、デザイン
実験、電子メディア⼯学序論

⽣産システム⼯学実験

松本　敦 博士（⼯学） 情報⼯学
気回路演習Ⅰ、自動制御、デ
ザイン実験、⼯学実験、伝送メ
ディア⼯学、数学AⅠⅡ

助教 塚原　規志 博士（科学） 表面科学
電子材料基礎Ⅰ、電気回路
演習Ⅱ、数学B、⼯学基礎セミ
ナー、⼯学実験、デザイン実験

嘱託准教授 谷中　勝 ⼯学修士 情報⼯学
数学B、情報科学Ⅰ、計算機
⼯学、⼯学基礎セミナー、⼯学
実験、デザイン実験

⽣産システム⼯学実験
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資料４－①－４

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

電子情報⼯学科教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 市村　智康 博士（⼯学） ロボット⼯学
組込みシステム基礎、計算機
アーキテクチャ、 制御⼯学、オブ
ジェクト指向プログラミング

技術者倫理、ディジタル信号処理特論

大墳　聡 博士（⼯学） 福祉情報⼯学 数学B、電気回路、論理回路 回路理論演習
雑賀　洋平 博士（理学） 画像⼯学 電磁気学Ⅱ･ Ⅲ、応用物理Ⅱ 数値解析特論、物理⼯学演習

准教授 荒川　達也 博士（理学） 代数幾何学 数学A、人⼯知能、情報数学 ⼯業数学演習Ⅰ･Ⅱ、アルゴリズム論

大⾖⽣田　利章 博士（⼯学） 集積回路⼯学 マイコン、電子デバイス基礎、電
磁気学Ⅰ

情報⼯学演習、ディジタルシステム設計
特論

川本　真一 博士（情報科学）音声⼯学
アルゴリズムとデータ構造、オペ
レーティングシ ステム、計算機ソ
フトウェア、ソフトウェア⼯学

計算機プログラミング特論、情報⼯学演
習

崔　　雄 博士（学術） マルチメディア⼯学 プログラミング基礎、情報ネット
ワーク 情報基礎論

助教 築地　伸和 博士（⼯学） 電子回路⼯学 数学Ｂ、電子回路、論理回路

渡邉　俊哉 博士（⼯学） 情報⼯学 数学Ｂ、電子情報⼯学実験
実習 情報⼯学演習

嘱託教授 木村　真也 ⼯学修士 情報⼯学 論理回路、LSI⼯学Ⅰ･Ⅱ 情報⼯学演習
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資料４－①－５

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

物質⼯学科教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 太田　道也 博士（⼯学） 無機化学
化学基礎、基礎物理化学、物
理化学Ⅱ、物性化学、 物質
⼯学実験Ⅳ、情報処理Ⅱ

無機化学特論Ⅰ

大和田　恭子 博士（医学） ⽣物⼯学

⽣化学、遺伝子⼯学、分子⽣
物学、物質⼯学実験Ⅲ、 ⽣
物学、⽣物機能⼯学実験、⽣
命⼯学

遺伝子⼯学特論

平　靖之 博士（理学） 無機化学

基礎無機化学、物質⼯学実
験Ⅱ、固体化学、情報処理
Ⅰ、物質⼯学デ ザイン実験、セ
ラミックス材料学、物理化学Ⅰ

環境⼯学実験、無機化学特論Ⅱ

出口　米和 博士（⼯学） 電気化学
基礎有機化学、高分子化学、
電気化学、材料機能⼯学実
験、物質⼯学実験Ⅲ

高分子化学特論、環境⼯学実験

友坂　秀之 博士（理学） ⽣物⼯学

有機化学Ⅰ、酵素⼯学、⽣物
有機化学、⽣物機能化学、
天然物有機化学、物質⼯学
実験Ⅰ

有機化学特論Ⅱ・Ⅲ

准教授 大岡　久子 博士（⼯学） ⽣物⼯学
⽣物、微⽣物学、⽣物学、⽣
物機能⼯学実験、 細胞⼯
学、化学Ⅰ

⽣物⼯学特論、環境⼯学実験、総合
化学演習Ⅱ

⼯藤　まゆみ 博士（理学） 有機化学
化学Ⅱ、物質⼯学実験Ⅰ･
Ⅲ、有機化学Ⅱ、材料 機能
化学

総合化学演習Ⅱ

齋藤　雅和 博士（⼯学） 触媒化学、無機化
学、錯体化学

錯体化学、触媒化学、物質⼯
学実験Ⅰ・Ⅱ、材料 機能⼯学
実験

中島　敏 博士（理学） 有機化学
機器分析、物質⼯学実験Ⅲ、
情報処理Ⅲ、光化学、 化学
Ⅱ、数学B

有機化学特論Ⅰ

助教 ⼯藤　翔慈 博士（⼯学） 化学⼯学、結晶化
⼯学

物質⼯学実験Ⅱ・Ⅳ、化学⼯
学、分離⼯学 環境⼯学実験

嘱託教授 藤重　昌⽣ 博士（⼯学） 環境化学
物質⼯学実験Ⅰ、安全⼯学、
エネルギー資源⼯学、 分析化
学、環境化学、化学Ⅰ

環境科学、総合化学演習Ⅲ

藤野　正家 ⼯学博士 有機化学
化学基礎、基礎物理化学、物
理化学Ⅱ、物性化学、 物質
⼯学実験Ⅳ、情報処理Ⅱ

物理化学特論Ⅰ、総合化学演習Ⅰ
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資料４－①－６

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

環境都市⼯学科教員

職名 教員氏名 学位 専門分野 本科担当科目 専攻科担当科目

教授 木村　清和 博士（⼯学） 構造⼒学
環境都市⼯学概論,構造⼒学
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ,総合プロ ジェクトⅡ,
構造⼒学実験,情報処理Ⅰ

土木⼯学演習Ⅱ,環境⼯学実験,応用
⼒学特論,構造物デザイン特論

先村　律雄 博士（⼯学） 土木施⼯

測量学、構造⼒学Ⅰ、総合プ
ロジェクトⅠ,Ⅱ,Ⅲ、 環境都市
⼯学設計製図,設計製図
(CAD)

土木計画特論,土木⼯学演習Ⅲ

田中　英紀 博士（⼯学） コンクリート⼯学
材料学,材料実験,コンクリト
⼯学,コンクリト 実験,コンクリ
ト構造学,総合プロジェクトⅡ

土木⼯学演習Ⅱ,環境⼯学実験,建設
材料特論,技術者倫理

堀尾　明宏 博士（⼯学） 環境⼯学

数学B,環境⼯学Ⅰ,衛⽣実
験,土質⼯学実験,設計製図
（ＣＡＤ）,コ ンピュータリテラ
シー ,⽔理学実験,⼒学基礎,
総合プロジェクトⅢ

土木⼯学演習Ⅰ,環境⼯学特論

森田　年一 博士（⼯学） 地盤⼯学、防災⼯
学

土質⼯学,地盤⼯学,地盤防
災,土質⼯学実験,耐震構 造
学,総合プロジェクトⅡ

土質⼯学特論，環境防災特論,土木
⼯学演習Ⅱ,構造物デザイン特論

准教授 鈴木　一史 博士（⼯学） 交通⼯学、交通計
画

交通⼯学,計画数理,情報処
理Ⅲ,都市計画,都市防 災,景
観⼯学,総合プロジェクトⅢ

都市計画特論,土木⼯学演習Ⅲ

谷村　嘉恵 博士（⼯学） 衛⽣⼯学 環境科学,環境⽣物Ⅰ,Ⅱ,測
量実習,数B,衛⽣実験

環境微⽣物,環境⼯学実験,土木⼯学
演習Ⅰ

永野　博之 博士（⼯学） 河川⼯学、⽔理学

⽔理学実験, ⽔理学Ⅰ, ⽔理
学Ⅱ, 環境⽔⼯学, ⽔ 資源
⼯学，総合プロジェクトⅢ,
CAD入門

土木⼯学演習Ⅲ,⽔理学特論,環境⼯
学実 験

宮⾥　直樹 博士（⼯学） 衛⽣⼯学

測量実習,衛⽣実験,環境⼯
学Ⅱ,測量リモートセンシング,
情報処理Ⅱ,測量学,景観⼯
学,⽣物,総合プロジェクトⅢ

土木⼯学演習Ⅰ,環境⼯学実験

助教 井上　和真 博士（⼯学） 地震⼯学、耐震⼯
学

耐震構造学,橋⼯学,地震防
災,構造実験,⼒学基礎,製 図
基礎,測量実習,構造⼒学Ⅱ,
総合プロジェクトⅡ

特命教授 ⻘井　透 博士（⼯学） 衛⽣⼯学
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資料４－①－７ 

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

一般教科（人文）非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
瀬間　亮⼦ 国語演習、日本語特講
田村　祐⼦ 国語講読、国語演習
石関　正典 地理、政治経済
齋藤　和義 倫理
多田　庶弘 法学
佐藤　純訟 法学 城⻄⼤学
盛田　賢介 社会政策
竹内　建人 社会政策
井上　美鈴 保健・体育 新島学園短期⼤学
正保　佳史 保健・体育 育英短期⼤学
柳川　美麿 保健・体育 育英短期⼤学
高橋　伸次 保健・体育 高崎経済⼤学
謝　志海 中国語Ⅰ・Ⅱ 共愛学園前橋国際⼤学
桑名　潔江 中国語Ⅰ・Ⅱ
遠藤　真知⼦ 英語A
⼩林　文⼦ 英語A、英語
リップル　クリフォード 英語表現

一般教科（自然）非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
斎藤　⻫ 数学AⅡ 本校特命教授
⼩野塚正廣 数学AⅠ･AⅡ
山田　正人 応用数学Ⅱ･ 数学B
平井　⾥⾹ 化学Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ
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資料４－①－８

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

機械工学科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
関本　智也 機械工学特論Ⅱ 群馬⼤学
宮下　喜好 機械工学特論Ⅱ
下茂　⼒ 知的財産権概論 フロンティア国際特許事務所

電⼦メディア工学科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
⻘⽊　利澄 電磁気学Ⅱ 本校名誉教授

鈴⽊　靖
計測基礎、電気回路I、
音響工学

橋本　修 現代科学概論 県⽴ぐんま天文台
佐藤真一郎 電⼦物性工学 量⼦科学技術研究開発機構
平井　⾥⾹ 電⼦物性工学 群馬⼤学非常勤講師

電⼦情報工学科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
樋口　　博 工学演習 本校名誉教授
須田　健二 数値解析
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資料４－①－８（続き）

（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

物質工学科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
⼩⾒　　明 安全工学 ㈱環境技研
鈴⽊　康弘 安全工学 日本カーリット㈱
⽊村　　敦 安全工学 量⼦科学技術研究開発機構

藤井　暢純 品質管理
元サンデンホールディングス株式
会社

伊藤　政明 物質工学総論 高崎健康福祉⼤学
森田　真弘 物質工学総論 協和キリン株式会社
渡部　貴志 物質工学総論 群馬県
伊藤　博章 物質工学総論 群栄化学工業株式会社
保科　宏⾏ 物質工学総論

環境都市工学科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
⻘井　透 衛⽣工学 本校特命教授
⼤島　明 建設⾏政 博士(工学)
⼩林　雅人 測量学 関東測量株式会社
工藤　正憲 水資源工学 独⽴⾏政法人　水資源機構
吉田　好浩 水資源工学 独⽴⾏政法人　水資源機構
坪井　浩二 水資源工学 独⽴⾏政法人　水資源機構
久保田貴史 水資源工学 独⽴⾏政法人　水資源機構
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（出典 学⽣便覧，学校要覧，群馬高専シーズ集より作成） 

専攻科非常勤講師

教員氏名 担当科目 備考（本務校等）
下茂　⼒ 総合工学
⼤河内　進 総合工学
神澤　潤一 総合工学
姫野　岳彦 総合工学
⼤畠　昇太 総合工学
馬場　悟史 総合工学
⼩林　聖 総合工学
⽊村　哲也 企業論
山岸　良一 企業論
鈴⽊　実 企業論
高岡　登志仁 企業論
林　凌 経済思想
梅山　晃典 環境工学実験
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資料４－①－１０

（出典 総務課資料より作成） 

本校以外での勤務経験を持つ教員数

合計 教授 准教授 講師 助教
他学校勤務 46 17 (53%) 20 (71%) 4 (100%) 5 (100%)
⺠間企業勤務 28 13 (41%) 12 (43%) 2   (50%) 1   (20%)
海外経験 8 5 (16%) 3 (11%)

※括弧内は全教員数に対する割合
※重複を許しているため割合の合計は100%にならない
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学⽣課組織図 

（出典 学⽣課資料より作成）
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資料４－②－２ 

（出典 群馬高専規則集） 
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（出典 群馬高専規則集）
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（出典 群馬高専規則集）
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（出典 群馬高専規則集）
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（出典 群馬高専規則集）
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（出典 群馬高専規則集）
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資料４－②－３

教育研究支援センター組織図 

(出典 教育研究支援センター資料より作成) 

センター⻑

1名
（教員併任）

技術⻑
（副センター⻑）

1名

副センター⻑

1名
（教員併任）

第１グループ 1名

第２グループ

第３グループ

グループ⻑ グループ員 備考

1名

1名

2 他に、再雇用技術職員2名が在籍

技術主幹

3名
（2名は技術専門員）
（1名は第１グループ⻑

を兼務） 技術専門員

2名

3 他に、再雇用技術職員1名と、
非常勤技術補佐員1名が在籍

2
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資料４－②－４

教育研究支援センターの各学科等への支援状況（抜粋） 

※クラスにより曜⽇・⽇時は異なる 
(出典 教育研究支援センター資料) 

学科 学年 開催期 曜⽇ 時限 授業名 支援担当者

M 1 前期 後期 ⾦曜 5,6,7 工作実習 須永　　浅⾒　　岡本　　⿊澤
M 2 前期 木曜 3,4 情報処理Ⅰ 森田
M 2 前期 後期 火曜 5,6,7,8 工作実習 須永　　浅⾒　　岡本　　齋藤
M 2 前期 ⾦曜 5,6,7,8 設計製図 関口
M 2 後期 月曜 1,2 情報処理Ⅰ 森田　　大塚
M 3 前期 月曜 3,4 3D-CAD 岡本　　加藤　　⿊澤
M 3 前期 後期 月曜 7,8 工作実習 浅⾒　　齋藤　　関口　　⿊澤
M 3 後期 水曜 1,2 3D-CAD 岡本　　加藤　　⿊澤
M 3 後期 月曜 5,6 情報処理Ⅰ 森田　　大野
M 4 前期 火曜 1,2 マイコン制御 森田
M 4 前期 水曜 3,4 設計製図 関口　　加藤
M 4 前期 木曜 5,6,7,8 工学実験 関口　　⿊澤
M 4 後期 ⾦曜 5,6,7,8 設計製図 関口　　大野　　加藤
M 4 後期 木曜 5,6,7,8 工学実験 関口　　加藤　　荻野　　⿊澤
M 5 前期 月曜 1,2 知的財産権概論 関口　　浅⾒　　荻野
M 5 前期 水曜 1,2 情報処理Ⅱ 大野
M 5 前期 水曜 5,6 機械工学特論Ⅱ 浅⾒　　岡本　　⿊澤
E 1 前期 後期 月曜 5,6,7,8 工学実験 小城
E 2 前期 後期 火曜 5,6,7,8 工学実験 小城　　加藤
E 3 前期 / 中期 木曜 5,6,7,8 工学実験 小城　　齋藤
E 3 後期 木曜 5,6,7,8 工学実験 大野
E 4 前期 / 中期 ⾦曜 5,6,7,8 工学実験 齋藤　　小城　　大野
E 4 後期 ⾦曜 5,6,7,8 工学実験 小城
E 5 前期 / 中期 火曜 3,4 デザイン実験 小城　　（加藤）
J 1 前期 ⾦曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 森田　　大塚
J 1 前期 後期 月曜 / 木曜 7,8 / 1,2 プログラミング基礎 大野(前期)　大塚(初回)　/ 真秀(後期)
J 1 後期 月曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 大塚　　真秀
J 2 前期 火曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 森田　　真秀
J 2 後期 火曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 真秀
J 3 前期 後期 木曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 森田　　真秀
J 4 前期 月曜 5,6,7 電子情報工学実験実習 森田　　真秀
K 1 前期 ⾦曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅰ 栗原　　澁澤
K 1 後期 ⾦曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅰ 栗原　　斎藤　　⽯動
K 2 前期 火曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅱ 栗原
K 2 後期 火曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅱ 栗原　　澁澤
K 3 前期 火曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅲ 澁澤　　⽯動
K 3 前期 水曜 7,8 物質工学実験Ⅲ 観察・測定 澁澤　　⽯動
K 3 後期 月曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅲ ⽯動　　（澁澤:レポート受付）
K 4 前期 木曜 5,6,7,8 物質工学実験Ⅳ 栗原　　⽯動
K 4 後期 木曜 5,6,7,8 材料機能工学実験 栗原
K 4 後期 木曜 5,6,7,8 生物機能工学実験 澁澤
K 5 前期 水曜 3,4 物質工学デザイン実験 栗原
C 1 前期 木曜 1,2 製図基礎(谷村) 宮本
C 1 前期 月曜 5,6 コンピューターリテラシー 岡本
C 1 後期 木曜 1,2 CAD入門 森田
C 1 後期 ⾦曜 5,6 環境都市工学実験実習 宮本
C 2 前期 月曜 1,2 情報処理Ⅰ 大野
C 2 前期 後期 木曜 3,4 環境都市工学設計製図 大野(前期)　/ 宮本(後期)
C 2 前期 後期 火曜 7,8 環境都市工学実験実習 宮本
C 2 後期 ⾦曜 7,8 環境都市工学実験実習 宮本
C 3 前期 月曜 3,4 情報処理Ⅱ 大野
C 3 前期 後期 月曜 7,8 環境都市工学実験実習 宮本(前期) / 荻野(後期)
C 3 後期 木曜 7,8 環境都市工学実験実習 宮本
C 4 前期 後期 ⾦曜 1,2,3,4 総合プロジェクトⅡ 宮本
C 4 前期 ⾦曜 7,8 環境都市工学実験実習 荻野
C 4 前期 木曜 7,8 環境都市工学実験実習 宮本　　荻野
C 4 後期 木曜 3,4 情報処理Ⅲ 大野
C 5 前期 月曜 5,6 環境都市工学実験実習 加藤　　須永
C 5 後期 水曜 1,2 総合プロジェクトⅢ 宮本　　荻野

MEJC 1 前期 後期 ※ ※ 化学 ⽯動　　荻野
クラス1〜5 1 前期 後期 ※ ※ 生物 ⽯動　　荻野

MEJC 1 前期 後期 ※ ※ 化学II ⽯動　　荻野
MEJC 4 前期 火曜 9,10 [化学III] ⽯動　　荻野
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資料４－②－５ 

（出典 群馬高専規則集）
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資料４－②－５（続き） 

（出典 群馬高専規則集）
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資料４－②－５（続き） 

（出典 群馬高専規則集）
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資料４－③－１ 

（出典 総務課資料より作成）

教員年齢分布

教授 准教授 講師 助教 助手 合計
〜29歳 0 0 0 0 0 0
30〜39歳 0 4 3 4 0 11
40〜49歳 3 14 1 1 0 19
50〜59歳 22 9 0 0 0 31
60歳〜 7 1 0 0 0 8
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資料４－③－２ 

（出典 総務課資料）
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資料４－③－２（続き） 

（出典 総務課資料）
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資料４－ᵔ－１ 

（出典 群馬高専規則集）
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資料４－ᵔ－１（続き） 

（出典 群馬高専規則集）
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資料４－ᵔ－２ 

（出典 総務課資料）
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資料４－ᵔ－３ 

（出典 総務課資料）
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資料４－④－３（続き） 

（出典 総務課資料）
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資料５－①－１

用途別の所有地及び建物面積 

（出典：『令和元年度学校要覧』の施設の概況等を基に作成）
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資料５－①－２

主な建物及び施設 

主な建物 

数字は，「校内配置

図及び建物平面図」

の数字を示す。 

施  設 

管理棟・一般教科棟 
1 実験室，電算室，学生相談室，保健室， 

教員室，事務室等 

第一講義棟・第二講義棟 2，3 １～３年教室 

第三講義棟 

34 ４・５年教室，実験室，教員室，地域連携

テクノセンター，生物教育研究連携センタ

ー 

電子情報工学科棟・大講

義室 

30 ４・５年教室，大講義室，実験室，教員室

専攻科棟 
33 実験室，ゼミナール室，視聴覚室，専攻生

室，教員室 

専攻科講義室 13 

各専門学科棟 
4，7，8，10，11，

30 

実験室，実習室，教員室等 

情報基盤センター・教育

研究支援センター 

6 演習室，教育電算機・校内LANサーバ室，

管理室，端末室，事務室等 

図書館 21 図書館，演習室，LL教室，語学演習室等 

機械工学科実習工場， 

環境都市工学科実習工房 

9，32 

体育施設 

17，18，19，20，22 第一体育館，第二体育館，武道館， 

体育共用センター，プール，野球・ラグビ

ー場，陸上競技・サッカー場 

群嶺会館 12 学生食堂，売店，大会議室等 

課外活動施設 35，36，23 課外活動施設，合宿研修施設 

学生寮 
24，25，26 男子寮，女子寮，食堂，浴室，談話室， 

補食室，事務室等 

（出典： 学生便覧の構内配置図及び建物平面図・教室平面図を基に作成）
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資料５－①－３

構内配置図及び建物平面図 

（出典： 令和元年度学生便覧）
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資料５－①－４

クラス別教室一覧（準学士課程）（令和２年４月１日現在） 

棟 名 教室番号 面積(㎡) 在籍者数 ク ラ ス 名 

第一講義棟 

１－１０２ ９０ ４２ １年５組 

１－１０３ ９０ ４２ １年４組 

１－１０４ ９０ ４１ １年３組 

第二講義棟 
２－１０１ ９８ ４２ １年２組 

２－１０２ ９８ ４２ １年１組 

第一講義棟 

１－２０２ ９０ ４４ ２年５組 

１－２０３ ９０ ４３ ２年４組 

１－２０４ ９０ ４４ ２年３組 

第二講義棟 
２－２０１ ９８ ４４ ２年２組 

２－２０２ ９８ ４４ ２年１組 

第一講義棟 

１－３０２ ９０ ４７ ３年電子情報工学科 

１－３０３ ９０ ４３ ３年物質工学科 

１－３０４ ９０ ４４ ３年機械工学科 

第二講義棟 
２－３０１ ７９ ３９ ３年電子メディア工学科 

２－３０２ ７９ ３１ ３年環境都市工学科 

電子情報 

工学科棟 

Ｊ－１０１ ７５ ４４ ４年物質工学科 

Ｊ－１０２ ７５ ４５ ４年機械工学科 

第三講義棟 

３－２０１ ８０ ３０ ４年電子情報工学科 

３－２０２ ８０ ３５ ４年電子メディア工学科 

３－３０１ ８０ ３７ ４年環境都市工学科 

３－３０２ ８０ ３６ ５年電子メディア工学科 

３－３０３ ８０ ３９ ５年機械工学科 

３－４０１ ８０ ４５ ５年環境都市工学科 

３－４０２ ８０ ３３ ５年物質工学科 

３－４０３ ８０ ３４ ５年電子情報工学科 

（出典： 学生課資料）
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資料５-①-５

主要な備品資産一覧[s1] 

学科等名 備 品 名 機器の用途 主な用途 

一 般 教 科 （ 人

文） 

語学演習装置 

（アンベール） 

〔平成22年1月〕 

語学演習に使用する装置 授業 

機械工学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料試験機 

（島津製作所） 

〔平成23年3月〕 

材料の引張や圧縮，曲げ強度試

験を行う装置 

授業，実習， 

卒業研究， 

特別研究 

油圧式疲労試験機 

（島津製作所） 

〔平成22年3月〕 

材料の引張や曲げの疲労特性を

調べる装置 

授業，実習， 

卒業研究， 

特別研究 

ねじり試験機 

（前川試験機） 

〔平成26年3月〕 

複合材料などのねじりやせん断

特性を調べる装置 

実験実習， 

卒業研究， 

特別研究 

3次元プリンタ 

（Zprinter，OPT） 

〔平成22年12月，平

成25年5月〕 

3次元的に造形する装置 授業，実習， 

卒業研究， 

特別研究，クラ

ブ活動 

加工品質評価システ

ム 

（日本キスラー） 

〔平成25年11月〕 

表面の粗さを計測する装置。切

削抵抗評価・振動計測等を有機

的に組み合わせ加工条件を決定

する。 

授業，実習， 

卒業研究，特別

研究  

ナノ表面硬さ特性評

価システムシステム

（島津製作所） 

〔平成26年3月〕 

表面の硬さ及び摩擦力を測定す

る装置。 

授業，実験，卒

業研 

究，特別研究 

教育用三次元 

ＣＡＤシステム 

（SolidWorks） 

〔平成23年3月〕 

三次元立体図面作成システム 授業，実習， 

卒業研究 

カラー高速度ビデオ

カメラ 

（ＮＡＣ） 

〔平成25年8月〕 

 

 

 

短時間の高速現像をカラー・高

解像度で撮影可視化するカメラ 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 
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資料５-①-５続き

 熱重量・質量同時分

析装置 

（島津製作所） 

〔平成26年1月〕 

物質の同定および熱重量を同時

に測定する装置 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

超音波DDS実験装置 

〔平成26年3月〕 

ナノマイクロバブルを用いた超

音波DDS実験装置 

授業，実習， 

卒業研究， 

特別研究 

 エンジンベンチ 

（ＦＣデザイン） 

〔平成26年2月〕 

エンジンの性能を評価する装置 授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

精密振動・騒音試験

機 

(神鋼製機) 

〔平成26年3月〕 

実際の運転時のように負荷かけ

た状態で機械の振動・騒音を計

測する試験機 

授業，実習，卒

業研究，特別研

究 

エッフェル型風洞 

（ｻﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ） 

〔平成25年12月〕 

乱れのない一様な気流を発生さ

せ，その中に置かれた物体の空

力特性を調べることができる

（最大風速33 m/s，検査断面 

500 mm×500 mm）． 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

多チャンネル 

GUI熱線風速計 

（ダンテック） 

〔平成25年12月〕 

気流速度のx,y方向成分の時間変

動を高い応答性で同時計測でき

る． 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

可 視 化 用 煙 発 生 機

（日本ｶﾉﾏｯｸｽ） 

〔平成25年12月〕 

制御された煙によって気流が流

れる様子を可視化できる． 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

機械工学科実習

工場 

ＮＣ旋盤 

LS-25B/500 

〔平成９年３月〕 

数値制御により，主として工作

物の断面を円形に切削する工作

機械 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

自動組み立てロボッ

トシステム 

（川田工業） 

〔平成26年３月〕 

 

 

 

 

頭部のステレオビジョンと２本

の腕により自動的に組み立て作

業を行うロボットシステム 

授業，実習，卒

業研究，特別研

究 
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資料５-①-５続き

 ３軸 

マシニングセンタ 

(日立精機 VM-40) 

〔平成９年３月〕 

数値制御により、主として工作

物を鉛直方向より複雑な形状に

精度よく加工する工作機械 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

５軸マシニングセン

タ （ ﾔ ﾏ ｻ ﾞ ｷ ﾏ ｻ ﾞ ｯ ｸ

VARIAXIS  500-5X

2）〔平成24年３月〕

数値制御により、主として工作

物を様々な方向より複雑な形状

に精度よく加工する工作機械(一

般的に大物) 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

複合加工機 

（マザック） 

〔平成26年2月〕 

数値制御により、主として工作

物を様々な方向より複雑な形状

に精度よく加工する工作機械(一

般的に小物) 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

サーボ切断機 

（アマダ） 

〔平成26年3月〕 

デジタルサーボ機構によりNC制

御で定尺加工を繰り返す工作機

械 

卒業研究，特 

別研究，依頼 

加工 

ＮＣホブ盤 

(北井産業HOBLON 8-

FN) 

〔平成26年3月〕 

ＮＣ制御により，平歯車とはず

ば歯車を切削する工作機械 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研究 

ＣＮＣフライス盤 

（キーエンス） 

〔平成22年3月〕 

数値制御により切削する工作機

械 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

旋盤 

（滝沢鉄工所） 

〔平成22年3月〕 

数値制御により切削する工作機

械 

授業，実習， 

実験，卒業研 

究，特別研 

究，依頼加工 

電子メディア工

学科 

温度可変磁性共鳴吸

収装置 

（ジャパンスーパー

コンダクタテクノロ

ジー） 

〔平成26年3月〕 

 

 

 

 

 

電子が持つ磁気モーメントの運

動を利用して，物質中の電子の

様子，電子が入っている環境の

様子などを調べる装置 

卒業研究，特 

別研究 
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電子情報工学科 モーションキャプチ

ャを用いた並列プロ

グラミング教育シス

テム 

MAC 3D System（ナッ

クイメージテクノロ

ジ社） 

MAS-XE5-Silent/GN

（日本GPUコンピュー

ティングパートナー

シップ社） 

〔平成25年11月〕 

モーションキャプチャから計測

したビッグデータを用いて並列

計算機により並列プログラミン

グ教育を行うシステム 

授業，実験実

習，卒業研究，

特別研究 

物質工学科 

 

2次元核磁気共鳴装置

(ブルカーバイオスピ

ン) 

〔平成26年3月〕 

主に有機化合物（溶液）の分子

構造を決定するために，原子核

とラジオ波の相互作用を利用し

て原子間の結合状態を調べる装

置。 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

単結晶Ｘ線結晶構造

解析装置 

(リガク) 

〔平成26年3月〕 

 

単色化したＸ線を単結晶に照射

し回折パターンを得ることで立

体的な構造を決定する装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

学生実験用ナノ粒子

径分布測定装置 

（ベックマンコール

ター） 

〔平成25年12月〕 

粉体またはエマルジョンなどの

粒子径や粒度分布をナノメート

ルからミリメートルのオーダー

で測定する装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

イオン分析装置 

(島津製作所) 

〔平成25年10月〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンクロマトグラフィによっ

て水中陽イオン、陰イオン、有

機酸等の定性、定量を行う装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 
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 液体クロマト－質量

分析計 

(ブルカーダルトニク

ス) 

〔平成26年1月〕 

主に有機化合物について他成分

からなる混合物から液体クロマ

トグラフィによって各成分を分

離し、さらにイオン化させた成

分およびその分解生成物の質量

の測定から各成分の構造を決定

する装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

 蛍光分光光度計 

(日本分光) 

〔平成26年1月〕 

蛍光の波長依存性や励起光の波

長依存性から物質の構造に関す

る情報を得る装置。 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

 窒素・リン自動測定

装置 

（ビーエルテック） 

〔平成26年1月〕 

窒素及びリンを測定する装置 

 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

 紫外－可視分光光度

計 

紫外光―可視光領域の光の吸収

を調べることにより、分子の状

態などを調べる装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

 DNAシーケンサー 

（ライフテクノロジ

ーズ） 

〔平成25年11月〕 

蛍光標識、キャピラリ電気泳動

法によりDNA断片を解析すること

により、DNA塩基配列を決定する

装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

 サーマルサイクラー 

（バイオラッド） 

〔平成19年2月〕 

 

 

PCR法による遺伝子増幅をおこな

う装置 

学生実験、卒業

研究、特別研究 

環境都市工学科 万能試験機 

（島津製作所） 

〔平成23年3月〕 

材料の強度を測定する装置 授業，実習， 

卒業研究 

二連三軸圧縮試験機

（マルイ） 

〔平成25年11月〕 

 

土質材料の強度を測定する装置 授業，実習， 

卒業研究、特別

研究 

汎用型土木材料疲労

試験機 

（インテスコ） 

〔平成25年12月〕 

 

材料の強度を測定する装置 授業，実習， 

卒業研究、特別

研究 
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資料５-①-５続き  

情報基盤センタ

ー 

校内情報ネット 

ワークシステム 

（校内ＬＡＮ） 

〔平成24年10月〕 

  

教育用電子計算機シ

ステム 

〔平成26年3月〕 

  

地域連携テクノ

センター 

CNC三次元測定機 

（ミツトヨ FALCIO-

707） 

〔平成25年10月〕 

 

機械加工した精密部品の三次元

的な形状や寸法を精密に測定す

る機器 

共同研究 

NMR分光光度計 

（日本電子(株） 

JNM-AL300） 

〔平成13年〕 

 

医薬品，プラスチック，化粧品

など有機化合物の同定及び確

認，未知試料の分子構造の推定

並びに混合物の定量分析等を行

う機器 

共同研究 

Ｘ線光電子分光分 

析装置 

（(株)島津製作所 

 ESCA-3400） 

〔平成13年〕 

 

物質にＸ線を照射することによ

り固体から放出する光電子のエ

ネルギー測定から固体表面層の

元素分析，酸化の状態，化学構

造などを測定する装置 

共同研究 

走査型電子顕微鏡 

（日本電子（株）） 

〔平成18年,平成22

年〕 

金属，プラスティック，セラミ

ックス，生物体など固体表面を

観察する顕微鏡。最高倍率30万

倍，低真空で観察可能。 

共同研究 

 

 

高周波プラズマ発 

光分析装置（ｾｲｺｰｲ 

ﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ(株) 

SPS7800） 

〔平成13年〕 

工場排水，環境水，廃棄物から

の溶出水などに含まれる微量金

属を測定する装置。測定温度

は，ppmからppb程度まで，主成

分から微量成分まで多元素一斉

分析が可能で，水環境保全に大

きく貢献する。 

 

共同研究 
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資料５-①-５続き

 Ｘ線回折装置 

（理学電気(株) 

(RINT2100V/PC） 

〔平成13年〕 

金属，岩石，セラミックス，プ

ラスティックなど固体物質の同

定，定量分析，結晶の構造解析

用をする装置。 

共同研究 

 Ｘ線分析装置 

（ｾｲｺｰｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ 

(株)ZSXPriusⅡ） 

〔平成25年〕 

 

固体，粉体，液体試料に含まれ

ている各種の元素の定性分析

や，定量分析をエネルギー分散

型蛍光X線分析法を活用して行う

装置。 

共同研究 

 熱分析装置 

（理学電気(株) 

8121） 

 

固体試料を加熱した際に生じる

重量減少，発熱や吸熱の変化な

どを測定し，材料の耐熱性，融

点，ガラス転移点などの物質の

熱挙動を求める装置。 

共同研究 

 三次元顕微レーザ 

ーラマン分光装置 

（(株)東京ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝ 

Nanofinder30） 

〔平成17年〕 

サブミクロン～ナノメートル領

域の物質の化学状態を３次元計

測できる日本発・世界初の分析

装置 

共同研究 

 ナノX線CT 

（島津製作所） 

〔平成26年3月〕 

材料の内部構造を3次元的にナノ

スケールで構築する装置 

共同研究 

 原子間力顕微鏡 

（島津製作所） 

〔平成26年3月〕 

大気中や溶液中の材料表面の性

状を調べる装置 

共同研究 

 熱構造組成エネルギ

ー解析システム 

（安田精機） 

〔平成26年3月〕 

 共同研究 

 ゼータ電位計 

(大塚電子) 

〔平成25年8月〕 

溶液中の粒子径やそのゼータ電

位を測定する装置 

共同研究 

 表面自由エネルギー

解析システム 

接触角計 

（協和界面科学） 

〔平成25年8月〕 

 

材料表面上に生じる水滴の接触

角を測定し，表面エネルギーを

調べる装置 

共同研究 
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資料５-①-５続き

 ゼータ電位計 

(大塚電子) 

〔平成25年8月〕 

溶液中の粒子径やそのゼータ電

位を測定する装置 

共同研究 

 表面自由エネルギー

解析システム 

接触角計 

（協和界面科学） 

〔平成25年8月〕 

材料表面上に生じる水滴の接触

角を測定し，表面エネルギーを

調べる装置 

共同研究 

（出典：総務課（財務）資料）
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資料５－①－６

学生便覧施設設備関係 

（出典： 学生便覧）
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資料５－①－６続き
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資料５－①－６続き
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資料５－①－６続き
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資料５－①－６続き

（出典 学生便覧）
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資料５－②－１

群馬工業高等専門学校運営委員会規則（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第２章 運営組織１）
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  資料５－②－２

群馬工業高等専門学校安全衛生委員会規則（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第12章 委員会26） 
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資料５－②－３

平成２５年度第１回群馬工業高等専門学校安全衛生委員会議事要録 

（出典 総務課人事係資料）
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資料５－②－４

実験実習安全必携（独立行政法人国立高等専門学校機構） 

- 147 -



-31-

資料５－②－４続き
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資料５－②－４続き

- 149 -



-33-

資料５－②－４続き
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資料５－②－４続き
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資料５－②－４続き
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資料５－②－４続き
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資料５－②－４続き
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（出典：独立行政法人国立高等専門学校機構「実験実習安全必携」）

資料５－②－４続き
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-39-

資料５－②－５

バリアフリー化施設・設備一覧 

種 類 設 置 場 所 設置年度 

エレベーター 

電子メディア・機械工学科棟 ３階３停止 平成10年 

校舎・地域連携テクノセンター ４階４停止 平成12年 

管理・環境都市工学科棟 ３階３停止 平成20年 

電子情報工学科棟 ４階４停止 平成22年 

スロープ及び手摺り 

管理・環境都市工学科棟 
スロープ，手摺り 

スロープ，手摺り 

平成10年 

平成19年 

衛生実験棟 スロープ，手摺り 平成19年 

電子メディア・機械工学科棟 スロープ 平成10年 

物質工学科棟Ⅰ スロープ 平成10年 

第一体育館 スロープ 平成10年 

図書館 スロープ，手摺り 平成９年 

第二体育館 スロープ，手摺り 平成17年 

群嶺会館 スロープ，手摺り 平成９年 

電子情報工学科棟 
スロープ，手摺り 

スロープ，手摺り 

昭和63年 

平成18年 

共用棟（S-103） スロープ，手摺り 平成21年 

校舎・地域連携テクノセンター スロープ，手摺り 平成12年 

身障者用トイレ 

管理・環境都市工学科棟 １ヵ所 平成10年 

電子メディア・機械工学科棟 １ヵ所 平成10年 

校舎・地域連携テクノセンター １ヵ所 平成12年 

電子情報工学科棟 １ヵ所 平成18年 

北寮（学生寮） １ヶ所 平成20年 

（出典：総務課（財務）資料）
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資料５－②－６

（出典：文部科学省「第４次国立大学法人等施設整備５か年計画」）
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 資料５－③－１

群馬工業高等専門学校情報基盤センター規則（抜粋） 

（出典 群馬高専情報基盤センター規則）
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-42-

資料５－③－２

各演習室のコンピュータ台数 

（出典 群馬高専学校要覧 情報基盤センター 抜粋）
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-43-

資料５－③－３

情報基盤センターの概要 

（出典 群馬高専学生便覧）
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-44-

資料５－③－４

各演習室等利用状況 

○第１演習室・第２演習室の使用時間割（令和2年度）

前期 

後期 

（出典 情報基盤センター資料）
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資料５－③－５

群馬高専校内情報ネットワークシステム 

（出典：情報基盤センター資料）
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-46-

資料５－③－６

認証VLAN用無線アクセスポイント（ＡＰ）・情報コンセント設置場所 

（出典： 学内管理用ウェブサイト）
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-47-

資料５－③－７

独立行政法人国立高等専門学校機構情報セキュリティポリシー基本方針（抜粋） 

（出典 高専機構ウェブサイト（情報公開・情報セキュリティポリシー））
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-48-

資料５－③－８

群馬工業高等専門学校情報セキュリティ管理委員会規程（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第12章 委員会38）
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-49-

資料５－③－９

群馬工業高等専門学校情報セキュリティ推進委員会規程（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第12章 委員会39）
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-50-

資料５－③－10

群馬工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 庶務・人事）
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-51-

資料５－③－11

群馬工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第４章 庶務・人事33）
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-52-

資料５－③－12

群馬工業高等専門学校情報セキュリティ教職員規程（抜粋） 

（出典 群馬高専規則集 第４章 庶務・人事32）
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 資料５－③－13

ウィルス対策ソフトウェアの校内配布 

（出典：学内管理用ウェブサイト）
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資料５－③－14

情報リテラシー教育 

機械工学科「情報処理Ⅰ」 電子メディア工学科「電子メディア工学序論」 

○電子情報工学科「電子情報工学実験実習」 ○物質工学科「情報処理Ⅰ」
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○環境都市工学科「情報処理Ⅰ」

（出典 高専Webシラバス（群馬工業高等専門学校2020年度））

資料５－③－14続き
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-56-

資料５－③－15

情報セキュリティに関する研修会（資料一部抜粋） 

（出典 群馬高専情報基盤センター）
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資料５－③－16

ネットワーク利用状況 

（１）対外接続専用線（令和元年８月～令和２年８月、１日平均） 

（注）縦軸単位：メガビット／秒（メガビット） 

・受信量（緑色表示）最大値：31.3 Mb/s (3.1%) ,平均値：14.6Mb/s (1.5%)  

・送信量（青色表示）最大値：59.6 Mb/s (6.0%) ,平均値：3306.8kb/s (0.3%) 

（出典：学内管理用ウェブサイト）
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資料５ー④－１

群馬工業高等専門学校図書館蔵書数 

（出典：学校要覧）
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資料５ー④－２

図書館利用状況 

注）開館時間 平日 9:00～21:00 土曜日 9:00～17:00 

 （出典：学校要覧）
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 資料５ー④－３

一般開放に伴う学外利用者入館者数（平成27年度～令和元年度） 

一般開放に伴う学外利用者入館者数（平成27年度～令和元年度） 

年 度 入館者数 

平成27年度 41 

平成28年度 67 

平成29年度 49 

平成30年度 40 

令和元年度 51 

合 計 248 

（単位：人） 

注）１．開館時間 平日 9:00～21:00 土曜日 9:00～17:00 

（出典：図書係資料）
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資料５ー④－４

群馬工業高等専門学校図書委員会規則（抜粋） 

（出典 群馬高専図書委員会規則）
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資料５ー④－５

購 入 図 書 内 訳（令和元年度） 

購 入 図 書 内 訳（令和元年度） 

区分 

各科から推薦の図書 ﾌﾞｯｸ 

ﾊﾝﾃｨ 

ﾝｸﾞ 

DVD 

継続 

図書 

等 

合計 
人文 自然 機械 

電子ﾒ 

ﾃﾞｨｱ 

電子

情報
物質

環境

都市

冊数 97 82 61 31 85 66 37 100 1 441 1001

（単位：冊） 

（出典：図書係資料）
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-63-

資料５ー④－６

資料配置図（令和2年7月1日 現在） 

（出典：本校ウェブサイト（図書館，蔵書・文献検索／館内案内図）
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資料５ー④－７

電子ジャーナル論文アクセス件数 

（出典：図書係資料）
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-65-

資料５ー④－８

図書館だより 第３５号（抜粋） 

教員によるブックレビュー 

ブックハンティング図書リスト 

（出典：図書係資料）
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Hisao Yaguchi
テキストボックス
資料６ー①ー１

jinji-2
長方形
資料６ー①ー１

jinji-2
テキストボックス
資料6-①-1
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Hisao Yaguchi
テキストボックス
資料６ー①ー２



体調の悪いとき・ケガのとき

＊授業時間外・夜間・休日 ＊授業時間内・平日 

学生
がくせい

生活
せいかつ

係 長
かかりちょう

，寮母
りょうぼ

又
また

は当直
とうちょく

の先生 保健室の看護師
か ん ご し

さん 

※ 発熱のない風邪
か ぜ

症 状
しょうじょう

や胃のもたれ，冷えによる下痢
げ り

，切り傷，軽い打撲
だ ぼ く

程度なら

寮の置き薬で対応します。 

※ 病院に受診した方がいい時は， 

① 高熱があるとき

② 普段と異なる症状があるとき

③ 症状が重いとき です。 

なお，自分で判断できない場合は友人や先生，看護師
か ん ご し

さんへ相談してください。 

病院で受診するとき

① 目的に合った病院を選んでください。

② 学校から近い病院を選んでください。

③ どこへ行けばいいかわからないときは，保健室又は学生生活係へ相談してくださ

い。 

④ 持ち物は，保険証・現金です。

学校内・課外授業等でケガをして病院で治療を受けたとき

災害
さいがい

共済
きょうさい

給付
きゅうふ

の適応になる場合があるので，保健室又は学生課へ報告してください。 

交通事故にあったとき

 大丈夫だと思っても後で症状が出る場合もあるので，必ず相手の連絡先(電話番号，

住所)を聞いておいてください。また，自分の学校名，氏名も相手へ伝えてください。

なお，必ず事故の報告を，学生生活係，保健室又は学生課，担任へ行ってください。 
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留学生アドバイザー

日常生活のことでわからないこと，相談したいことがある場合は，学生課学生生活係

へ問い合わせてください。 

  電話連絡先 ０２７－２５４－９０５９ 

留学生には，他に留学生の生活や勉強などを応援してくれるチューターというクラス

メイトが付きます。また，各クラスには担任の先生，寮には留学生の先輩がいます。い

ろいろ困ったときは，担任の先生，チューター，クラスメイト，留学生の先輩へ相談し

てください。  
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２０１９年度 学校長主催 新留学生歓迎会及び留学生懇談会進行要領 

日 時 ２０１９年６月２６日（水）１７時００分～１８時３０分 

場 所 学生食堂（群嶺会館１階） 

出 席 者 学校長，国際交流室長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長， 

校長補佐（評価・ＦＤ担当），学生相談室長， 

国際交流室委員会委員（９名）， 

事務部長，総務課長，学生課課長補佐，学生生活係 

留学生１０名，チューター６名，寮長（男女） ３９人 

次 第 （１）学校長挨拶（開催の挨拶，群馬高専の紹介) 

（２）新留学生自己紹介（自己紹介，今後の抱負） 

（３）留学生代表挨拶（先輩から後輩へのアドバイス） 

（４）意見交換及び懇談会（留学生との意見交換） 
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１．

２． 令和2年　1月　25日（土）～26日（日）

３． 栃木県日光東照宮とハンターマウンテン塩原でスノーボード

４． １２名（留学生１０名（男子５名・女子５名），引率教員２名）

○引率教員

環境都市工学科 木村清和

環境都市工学科 宮里直樹

参 加 者

平成３１（令和元）年度留学生旅行実施要項

目 的

期 日

日本の歴史ある地方文化について理解を深める。

実 施 場 所
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海外インターンシップ参加者 

【平成 31 年度】 

参加者なし 

【平成 30 年度】 

ぐんまグローバル塾海外インターンシップ 

協和シンガポール・キョーテックマレーシア 

平成 30 年 8 月 27 日～平成 30 年 8 月 31 日 

本科生 1 名参加 

日本電気硝子株式会社（マレーシア） 

平成 31 年 3 月 3 日～平成 31 年 3 月 23 日 

専攻科生 1 名参加 

SCHOOL OF CHEMICAL SCIENCES UNIVERSITI SAINS MALAYSIA 

サマープログラム（マレーシア） 

平成 30 年 8 月 6 日～平成 30 年 8 月 17 日 

専攻科生 4 名参加 

【平成 29 年度】 

株式会社堀場製作所（中国） 

平成 29 年 9 月 4 日～平成 29 年 9 月 15 日 

専攻科生 1 名参加 

SCHOOL OF CHEMICAL SCIENCES UNIVERSITI SAINS MALAYSIA 

サマープログラム（マレーシア） 

平成 29 年 8 月 20 日～平成 29 年 8 月 30 日 

専攻科生 2 名参加 

【平成 28 年度】 

株式会社リガク（アメリカ合衆国） 

平成 28 年 8 月 25 日～平成 28 年 9 月 8 日 

専攻科生 1 名参加 
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【平成 27 年度】 

株式会社荏原製作所（イギリス） 

平成 27 年 8 月 24 日～平成 27 年 9 月 7 日 

専攻科生 1 名参加 

株式会社リガク（アメリカ合衆国） 

平成 27 年 8 月 26 日～平成 27 年 9 月 11 日 

専攻科生 1 名参加 

株式会社カネカ（マレーシア） 

平成 27 年 8 月 23 日～平成 27 年 9 月 11 日 

専攻科生 1 名参加 

【平成 26 年度】 

株式会社カネカ（マレーシア） 

平成 26 年 9 月 1 日～平成 26 年 9 月 20 日 

専攻科生 1 名参加 

株式会社リガク（アメリカ合衆国） 

平成 26 年 8 月 24 日～平成 26 年 9 月 13 日 

専攻科生 1 名参加 

TANAKA ホールディング株式会社（シンガポール） 

平成 27 年 2 月 28 日～平成 27 年 3 月 22 日 

専攻科生 1 名参加 

國立台北科技大學（中華人民共和国） ※ISTS2014 

平成 26 年 11 月 18 日～平成 26 年 11 月 21 日 

専攻科生 1 名参加 
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【第 12 期トビタテ生募集】 

（大学生等コース） 

【第 12期スケジュール】 

募集期間  2019 年 7月 1日（月）～2019 年 9月 30日（月）17 時 

書面審査の結果通知  2019年 12月中旬 

面接審査  2020 年 1月 11日（土）、12 日（日）【会場：東京】 

採否通知  2020 年 2月上旬 

留学開始日  2020 年 4月 1日（水）～2020年 10月 31日（土） 

■学生向けページはこちらをクリック

https://tobitate.jasso.go.jp/document/?_ga=2.169709538.2126520944.1562

211663-727797449.1562211663 

■トビタテ留学：

https://www.tobitate.mext.go.jp/univ/ 

■未来テクノロジー人材枠：

https://www.tobitate.mext.go.jp/univ/program/tech/index.html 

第 12期トビタテ生募集（大学生等コース）のお知らせを致します。詳細な情報

は上記の URLを参考してください。 

国際交流室 
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独立行政法人国立高等専門学校機構在外研究員制度実施要項 

理事長裁定 

制定 平成２４年６月２１日 

一部改正 平成２７年７月２日 

一部改正 平成２８年３月３１日 

一部改正 令和元年７月２６日 

（目的） 

第１条 この制度は，独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「機構」という。）が設

置する各国立高等専門学校（以下「高専」という。）の教職員を海外の教育研究機関等

（以下「派遣先機関」という。）に派遣し，次の各号に掲げることを行うことにより機

構の教育研究及び国際交流を充実させることを目的とする。 

一 先進的な研究や優れた教育実践に参画させること。 

二 機構の国際交流事業の促進に関する業務に従事させること。 

（定義） 

第２条 この要項において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところ

による。 

一 在外研究 前条の目的により機構から派遣され，前条各号に掲げることを行うこ

とをいう。 

二 在外研究員 在外研究を行う教職員のことをいう。 

（資格） 

第３条 在外研究員として派遣することができる者は，教授，准教授，講師（常時勤務

する者に限る。），助教，助手又は技術職員とし，在外研究員として派遣される年度

（当該年の４月１日から翌年の３月３１日までをいう。以下同じ。）の４月１日にお

いて機構に１年以上在籍する者で，満年齢５５歳以下の者とする。 

（区分） 

第４条 在外研究の区分は，次の各号に掲げる区分とする。 

一 区分Ａ 在外研究員候補者が自ら設定する課題に基づく研究 

二 区分Ｂ 機構が指定する課題に資する研究 

（派遣期間） 

第５条 在外研究員の派遣期間（在外研究に係る旅行命令の初日から末日までの期間を

いう。以下同じ。）は，１月以上１年以内とし，原則として連続して行うものとする。

なお，２の年度に亘る派遣も可能とする。 

（研究方法） 

第６条 在外研究員は，派遣先機関において，指導教員等のもとに，当該派遣先機関の
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施設，設備を利用して研究に従事するものとする。 

（募集） 

第６条の２ 理事長は，毎年度，募集要項を作成し在外研究員候補者（予定する派遣期

間の初日が翌年度に属する在外研究員の候補者をいう。以下同じ。）の募集を行うも

のとする。 

（申請） 

第７条 在外研究を行うことを希望する者は，原則として，派遣先機関から受入承諾書

を取得し，在外研究申請書（別紙様式１）とともに所属する高専の校長（以下単に「校

長」という。）に提出するものとする。 

（在外研究員候補者の推薦） 

第８条 校長は，第６条の２の募集があった場合は，在外研究員候補者を選考し，理事

長に推薦することができるものとし，推薦をしようとする校長は，在外研究員候補者

推薦書（別紙様式２）を募集要項で定める日までに理事長に提出するものとする。 

（在外研究員の決定及び通知） 

第９条 理事長は，前条の推薦に基づき，在外研究員を決定し，校長に通知するものと

する。 

（決定の変更） 

第１０条 校長は，前条の通知を受けた後において，次の各号に掲げる事項に変更する

必要が生じた場合は，速やかに在外研究員に係る変更調書（別紙様式３）を理事長に

提出するものとする。 

一 派遣先機関 

二 派遣期間（次のいずれに掲げる場合に限る。） 

ア 交通機関の都合等やむを得ない事情によらず，派遣期間を変更する場合

イ 派遣期間の初日又は末日を前年度又は翌年度に変更する場合（アに掲げる場合

を除く。） 

ウ 交通機関の都合等やむを得ない事情により派遣期間を変更する場合で，次のい

ずれか１以上に該当するとき（ア又はイに掲げる場合を除く。）。 

(1) 当該変更により派遣期間の日数が３０日以上増加又は減少する場合

(2) 派遣期間の初日又は末日について，３０日以上の繰り上げ又は繰り下げを行

う場合 

 三 第１３条に定める在外研究費に関する事項 

２ 理事長は，前項の提出があったときは，変更の可否を決定し，校長に通知するもの

とする。 

（決定の中止） 

第１１条 校長は，事情により在外研究員の派遣を中止する必要が生じた場合は，速や
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かに在外研究員に係る派遣中止届（別紙様式４）を理事長に提出するものとする。 

（在外研究専念義務） 

第１２条 在外研究員は，派遣期間中は許可された計画に基づき，派遣先機関において

研究に専念するものとする。 

２ 前項にかかわらず，次の各号に掲げる場合は，当初の計画に支障を来さない範囲で

当該各号の業務を行うことができる。 

一 理事長又は校長の命令により，機構の国際交流事業の促進に関する業務に従事す

る場合 

二 理事長又は校長の命令により，学術交流協定に基づく業務に従事する場合 

三 校長の許可を得て，在外研究の研究内容に関して特に有用と認められる業務に従

事する場合 

（名称付与） 

第１２条の２ 理事長は，在外研究員（第４条第二号の区分による在外研究員に限る。

この条において同じ。）及び在外研究員であった教職員に対し，機構の国際交流専門

員の名称を付与することができる。 

（在外研究費） 

第１３条 理事長は，在外研究員が所属する高専に対し，在外研究員に支給する旅費（次

の各号に掲げる旅費に限る。この条において同じ。）の全部又は一部の額の相当額を

在外研究費として措置するものとし，在外研究費の算出は，独立行政法人国立高等専

門学校機構旅費規則（機構規則第４９号）の定めるところによる。 

一 日本と派遣国を往復するための航空賃及び旅行雑費 

二 派遣国が複数ある場合，一の派遣国から他の派遣国へ移動するための鉄道賃，船

賃，航空賃，車賃及び旅行雑費 

三 派遣国に滞在している間の日当及び宿泊料 

２ 在外研究費は，派遣期間が２の年度に亘る場合は，年度ごとに分割して措置するも

のとする。 

３ 在外研究に直接関係のない業務（第１２条第２項各号に掲げる業務を含む。）を行

う場合の旅費については，在外研究費から支出することはできない。 

（実績報告書） 

第１４条 校長は，在外研究員の派遣期間が終了したときには，当該終了の日の翌日か

ら３０日以内に実績報告書を理事長に提出するものとする。 

（責務） 

第１５条 在外研究員は，帰国後，その成果を機構における教育研究及び国際交流の促

進に活かすものとする。 

（償還） 
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第１６条 （削除） 

（適用除外） 

第１７条 （削除） 

（教職員としての在職期間に含まれる期間） 

第１８条 （削除） 

附 則（平成２４年６月２１日制定） 

この裁定は，平成２４年６月２１日から施行する。 

附 則（平成２７年７月２日一部改正） 

この制定は，平成２７年７月２日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日一部改正） 

 この裁定は，平成２８年３月３１日から施行する。ただし，改正後の第１６条から第

１８条までの規程にあっては，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年７月２６日一部改正） 

この裁定は，令和元年７月２６日から施行する。 
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令和元年８月１９日 

各 位 

校 長 

令和２年度（2019 年度）「独立行政法人国立高等専門学校機構在外研究員」の応募に

ついて 

このことについて、独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「機構」という。）

理事長から通知がありましたのでお知らせします。

当該制度は、機構の教職員を海外の教育研究機関等に派遣し、先進的な研究や優れた教

育実践に参画させることなどにより、教育研究能力の向上を図り、各学校の教育研究を充

実させることを目的として実施されているものです。

 ついては、ご希望の方は、下記事項に留意の上、申請書類を作成し、８月２６日(月)

までに総務課研究推進・地域連携係へ提出願います。

記 

１ 応募資格：教授,准教授,講師（常時勤務する者に限る。）,助教又は技術職員と

し、応募時点で本校在職年数が２年を経過した者で、５５歳以下の

者 

２ 派遣期間：１ヶ月以上１年以内 

３ 支援内容：機構本部が申請額の１００％から５０％の間で措置額を決定します。

（個人負担分が生じます。詳細は別途問い合わせください。） 

４ 申請書類：申請予定者は研究推進・地域連携係（内 , )へご連絡くださ

い。メールでファイルを送付します。 

＜本件事務担当・問い合わせ先＞ 

総務課研究推進・地域連携係（ ・ ）

内線  

E-mail：
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